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天 舞 スピ リッ ツ の 特長 

「 天 舞っ 所 ZI ウデ ば 、 バ ラコ ジ 版 「 天 舞 ・ 計画 看 四 喝 
を ス 克 パー ンジ ァ ミュ コシ 用 信 移 植 し だ も の で すず 

! 天 栓 スピ リウ ウ ツウ 計 に ほこ 従来 の ゲー ム で ば 見 れれ な か つ 
た 様々 な 特長 が あり ます 。 

パソ ンコ ン 版 『 共 舞 ・ 三 国 直 正史 」 は 、 以下 の 様 な 特長 を 持 
デー ノ S 。 -- グ ァ ーー し 

e 新 ウィ ンド ウシ ステ ム 、『MーV 1 W。。 

* 歴史 シミ レン ショ ン 初 の 『 り アル タイ ム 制 」。 

*」 000 入 に の ほる 武将 数 

「 天 舞 ス ピリ ルク 」 で は 更に 。 

e 戦闘 の 時 に 作戦 を 選択 で を る よう に な っ た こと こと 。 

F ' 発 石 車 ・ 衝 車 ・ 雲 桃 還 』 ご いっ た 圧 器 が 加わ っ た ここ と 。 

以上 の 点 存 加え て 、 戦闘 を 強化 し ま し た 。 

又 、 ス ー パ ー ラ ァ ミ コン マウ ス に 対 記 し で お り 、 パ ンコ ン 
公介 
性 で プ レイ が 可 能 で す 。 初めて の 方 で も 簡単 に 操作 する こと ど 
が で きま す 。 
ゲー ム の 自 的 者 

あな た は 荒れ は て た 後漢 末期 の 中 国 に 、 一 請 侯 と し て 自 を 
投じ る こと に な り ま す 。 自 的 は た だ 一 つ 、 中 国 を 続 一 する ご 
と で 電炉 " " 

さあ 、 あ な た の 考え 得る 限り の 手 役 を 尽く し て 、 見 雷 に こ 
の 乱世 を 勝ち 抜き き 、 全 土 を 統一 し で 下さ い 。 


そう さき ほう ほう 
更 1 草 操作 思 汰 


ほう ほう 


マウ ス の 操作 方 法 
天 舞 スピ リ ツ ッ ツ 」 は 、 吹 商 に プレ イ で きる よう に スー バー プア ミコ 
ンマ ウス に 対応 し て し \ ま す 。 マウ ス を お 持ち で な し 場合 に は コ - ン ト ロー 


ラー で 操作 する こ と も で ざさ ざま すす 。 
と こ で は マウ ス と コン トロ ー ラ ー の 操作 方 法 を 簡単 に 説明 し ます 。 
マウ ス の 基本 操作 
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カー シリ ルー……… 画 直 上 に 表示 され て いる 矢印 を カー ソル と いい ます 。 
カー ー ン ソル は マウ ス を 動か すこ と に よっ て 、 画 直 上 の 好 
きま な 場 所 へ 移動 で せる こと が で きま す 。 


左 ク リック ……… マウ ス の 左側 の ボタ ン を ポン と 押す こと を 左 ク リッ ク 


と いい ます 。 グー ム 中 は 壮 に コマ ン ド の 選択 や 決定 、 


進行 ・ 停 止 に 使 し \ ま す 。 又 、 ウイ ン ドウ の 操作 の た め 


に も 使 し \ ま す 。 
みき みぎ が わ お みき 
右 ク リッ クー ドー バ マウ スズ ス の 右側 の ボタ ン を ボン こと 押す ご こと を 右 ク クリック 


と いい ます 。 グ ゲー ム 中 は コマ ンド の キャ ン セ ル や 、 時 
間 の 停止 こ 使 し \ ま す 。 
ドラ ッ グ ……… ボタ ン を 押し た まま マウ ス を 動か すこ と を ドラ ッ グ こと 
いい いま す 。 ゲ ー ム 中 は ウィ ンド ウ な ど ご を 動か す 時 に 使 
いま す 。 
① 動 か し た い ウ ィ ン ド ウ の タイ トル / バー や 武将 名 な ど に カー 
ル を る わせ ンマ ラス の 沈 ホ タン を 氏 す と 、 拓 の 筆 の と の ウン 
ンド ウ や 武将 名 が 痢 まれ ます 。 
⑥⑤ ボ タン を 押し た まま 、 自 分 が 置き た い 場 所 まで 書い 枠 を 移動 
させ 、 ド ラッ グ し て いる 指 を 離し て 下さ し 


ちゅ う い 


※ 注 意 ゲー ム 中 は 左 ド ラッ グ し か 使い ませ ん 。 
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十字 ボタ ン スタ ー ト ボタ ボタ ン ム ボ タタ >< 
に 表示 され て いる 矢 EhH を 「 カ ー ソ ル 」 こ と いい ます 。 
じゅ う じょう げ さき ゆう ザー 


ー ソ ル は 十字 ボタ ン に よっ て 上 下 左 右 に 動か すこ と が で き 


に し ボタ ン 、 も し く は ロボ ン を 押し な が ら 移動 ご せる と 、 カ ー 


ル を 速く 動か すこ と が で で ます 。 


和合 / ま 9 は た ら 


ボタ ン ……ーー マ ウス の 右 ボ タン と 同様 の 働 キ を を し ます 。 


ひだ り 0 は た ら 


ボタ ン …… ド … ド マウ ス の 左 ボ タン と 同様 の 働き を し ます 。 
リッ ク …… ド ドド | ドム へ ・ 己 ボタン を ポン と 押せ ば クリ ッ ク の 働き を し ます 。 
と の マニ ュ ア ル で は 、 マ ウス と 同じ く 「 ク リッ ク . 
平 び ます 。 
リッ ク す る 時 ー ソ ル の 先端 を 対象 に 合 
下さ いい 
ドラ ッ グ ……… ド t ゅ ゆ ド - カ ー ソ ル を タイ 
を 押し な が ら 十 字 ボ タン で 移動 ご で せる こと を 
グ 」 こ と いい VC 
内 。 ヤプー ィ ン ド ウ の 切り 替え に 使用 し ます 。 
詳し く は 「 己 ウィ ンド ウ の 切り 替え 」 を ご らん 下 
ぐし s 攻 。 
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天 舞 スピ リッ ツ の 画面 は 、 意 ウ ィ ン ド ウ を 組み 合わ せる こと に よっ て 
作ら れ ま す 。 こ れ ら の ウィ ンド ウ は 、 自由 に 開閉 さ せ た り 動か し た りす 
る こと が で きま す の で 、 自 分 の 使い や すい 配置 に レイ アウ ト で きま す 。 
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ウィ ンド ウ の 構成 は 基本 的 に 写真 1 の よう に な っ て いま す 。 

ウィ ンド ウ の 移動 タイ トル バ ー を ドラ ッ グ し な が ら 上 下 左 右 に 動か すこ 
と に よっ て 、 ウ ィ ン ド ウ 自 体 を 動か すこ と が で ぎ きま す 。 

マッ プス クロ ー ル … ウ ィ ン ド ウ の 中 に 表示 され て いる エリ ア を 動か し た い 
場合 に は 、 ス クロ ー ル バー を 上 上 下 左 右 に 動か し ます 。 
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自体 に スク ロー ル バ ー が 付い て いる の は 地域 拡大 図 だ 
け で す 。) 

スク ロー ル バ ー 和 人 事 や 編成 ウィ ンド ウ の 中 の リス ト ボ ックス に は 、. ス 
クロ ー ル バー (上 下 の み ) が 付い て いま す 。 こ ご の 場合 
も スク ロー ル / ドー を 上 下 に 動か すこ と に よっ て 、 武将 
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表示 エリ ア を スク ロー ル さ せ た た め に 見 えな く な っ た ウィ ンド ウ は 、 
その ウィ ンド ウ の 方 向 に 表示 エリ ア を スク ロー ル ご せ て いけ ば 再び 見 え 
を oc たつ (ここ な が 『) まま 。 ' ' 


デス クト ッ プ の 端 以上 に 表示 エリ ア を スク ロー ル さ ご せる こと は で きま 
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画 宙 に 表示 され て いる ウィ ンド ウ の 中 で 、 一 間 上 に 表示 され て いる ウ 
ンド ウ を 「 ア クティ ブウ ィ ン ド ウ 」、 そ れ よ り 下 に ある ウィ ンド ウ は 全 


イン ・ ア クティ ブウ ィ ン ド ウ 」 こ と 呼び ます 。 ご れ は 、 いつでも 、1 
枚 表 示し て あっ て も 向 じ で す 。 
クティ ブウ ィ ン ド ウ は タイ トル バー が 白く 表示 され ます 。 
ン ・ ア クティ ブウ ィ ン ド ウ を アク ティ ブウ ィ ン ド ウ に する 時 は 、 フ 
ティ ブウ ィ ン ド ウ に し た い ウ ィ ン ド ウ の 上 に カー ソル を 移動 ぶせ 、 左 


リッ クレ (ボタ ン を 押し ) ます 。 
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ま だ ば し ょ か ん けい な ーー 昌 5 、 つ うえ _ じゅ ん 
<、 カ ーー ソル の 場所 に 関係 無 く 、※ ボ タン を 押せ ば 上 か いら) 順に ウイ 
じゅ ん お く 5 ゅ いち ば ん し た じゅ ん ぎゃ く お く 


ドウ ガ 冊 送り され 、Y イ ボタ ン を 押せ ば 一 箇 下 か ら 順 に 逆 送 りさ れ ま す 。 
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ち いき か く だ \ い ゝ ず く だ い ゝ し ぬく しょう 


地域 拡大 図 の 拡大 直 小 


ち いき か くだ い ず みき し だ た 


地域 拡大 区 は 大 き さ ご を 変え る こと が で きま す 。 右 下 の 隅 の リサ イズ ボ 


タン に カー ン ル を 含 せ 左 ドラ ッ ク し て や さい 。 ド ラッ グ し た まま で 好き 
な 大 き さ ご まで 拡大 ・ 縮 小さ せ 、 指 を 離し て 下さ ごい 指 を 離し た 時 の 大 


さ で ウィ ンド ウ が 固定 され ます 。 た だ し 、 地 域 拡 大 図 は デス クト ッ プ よ 
り 大 くく な る こと は あり ませ ん 。 
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※ 注 意 @ ウ ィ ン ドウ の 数 は 最大 で 50 秒 程度 に な り ま す 。 余分 な ウィ 


あら ひら 


ンド ウ を 消 才 し て し まえ ば 、 そ の 分 を 新た に 開く こと が 
で きま す 。 


* ス ムー ズ に ゲー ム を 進め る た め に 、 ウ ィ ン ド ウ を 小さく 


開き 、 必 要 の な い ウ ィ ン ド ウ は 閉じ て プレ イ す る こと を 
お すす めし ます 。 
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ゲー ム ス タ ー ト 「 ' 
ゲー ム を スタ ー ト させ る 時 は 、 以 下 の 手 順 で スタート さ ご せ て 下さ い 。 
最 + 、 継 続 続き を プレ イ ) する か を 選び 


① 素 了 規 (最初 か ら の プ ! レイ ) カカ ( 
ます 。 継続 を 選ん だ 時 は 、 性 議 は 鐘 あり ませ ん 


ぢ シナ リオ を 選び ます 。 

③ 受 け 持つ 諸侯 を 選び ま す 。 
中 国 | 全 上 欧 の 中 か ら 都 国 を 選択 する と 、 その 郡 国 を 含む 勢力 を 支配 
し て いる 諸侯 の パ ラメ ー タ が 表示 され ます 。 画 画 直 右 の リス ト ボ ッ ク 


し レ し ょ よこ うめ ぬ め ゆい ゝ も 年 つ 


ス 内 の 諸侯 名 を 直接 ク リッ ク グ す る 事 で も 表示 で イル ます 。 


その 諸侯 を 使用 し て プレ イ す る か ご うか を 、 可 ・ 呑 ボタン を 押し て 


けっ て い 5 
穴 定 レ て 下 で し 。 


な ん い 


の 0:: 易 度 を 選び ます 。 
⑤ こ の 条件 で 良い か ごう か を 、 可 ・ 和 否 ボ タン で 決定 し て 下さ い 。 こ ご ここ 


さい し ょ 


で 大 を 選ぶ と 最初 か らら や り 直 レ し ます 。 
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し ゆう りょう 


ゲー ム の 記録 と 終了 
ゲー ム の 途中 の 状態 を 記録 する 時 は 、 以 下 の 手 順 で 記録 し ます 。 
① 環 境 ア イコ ン の 中 の 「 記 録 」 を 選択 し ます 。 
ら ぢ 記録 する 場所 を 選択 し ます 。 
③ 可 ・ 知 を 選択 し ます 。 
② 可 を 選ぶ と 環 在 の 状態 が カセ ッ ト に 記録 され ます 。 
⑤ ゲ ー ム を 終了 する 場合 に は 環境 アイ コン の 中 の 「 終 了 」 を 選択 し 


で ん げん 


て か らら 韓 源 を 切っ て 下さ い 。 


※ 注 意 @ 記 録 せ は ず に 電源 を 切る と 、 その 時 の ゲー ム の 状態 か ら 再 開 
する こと は で きま せん 。 後 ど ゲー ム の 続き を プレ イ し た い 
時 に は 、 必 すず 記録 し て か ら ゲ ー ム を 終 子 し て 下さ い >。 


ゲー ム の 調 出 _ 
グ ゲーム を 再開 し た い 時 に は 、 開 始 画面 で 「 弧 続 」 を 選び 、 続 き を し た 
い デ ー タ カ 語 記録 され て 6 いる 場所 を 選び ます 。 


か ん きょう 


グ ゲーム 中 に 記録 し た 時 点 か ら や り 上 画 し た し 時 に は 、 環 } 移 ア イ コン の 中 
の 「 読 込 」 を 選択 し 、 や り 赴 し た い デ ー タ が ガ 記録 し て ある 場所 を 選び ま 
す 。 
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らち ゅ うごく ぜん ど  。 か くだ い ず きい し ょ 。 

中 生 [ 午 士 の 拡大 で す 。 最初 か ら 
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ね ん が っ つ ザ ひ 』}3) ピ 


3. 年 月 日 表示 ウィ ンド ウ 


けん ざい 。 ね ん が っ び 人 ( 
更 在 の 年 月 日 が 表示 で ご 
ひび つよ ょ よう な こき 


ル 朗 王寺 は 、 クロ ー ズ ボ 
去 す る こと が で きま す 。 


じょう ほう が めん 


報 画面 


城 や 部 隊 ーー ト に カー ソル を 合 て 左 ク リッ ク す れ ば 、 そ れ ぞ れ の 


情報 ウィ ンド ウ を 開く こと が で きま す 。 
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シス テム アイ コン に つい て 
ひだ りう え じょう ちゅ う よ 
デス クト ッ プ の 左上 に 常 笠 さ れ て いる アイ コン の こと で す 。 記録 や 環 


きょう 人 な く 


境 の 変更 、 特 殊 ウ ィ ン ド ウ の 表示 な ご を 行い ます 。 


き ろく 


w 求 (レー プ ) や 読込 (ロー ド ) や 環境 の 変更 に 使 し \ ま す 。 


ゼー プ の こと で す 。 現在 の ゲー ム の 状態 を 記録 し ます 。 


ロー ド の ここ と で す 。 以前 に 記録 し た デー タタ を 呼び 出し ます 。 ゲ ー ム 中 
に 読込 を する と 、 そ の 時 の ゲー ム の 状態 は 失わ れ ま す の で 注意 し て 下さ 
し ゅ うり ょ う あと げん ざい ウー プ ば あい 
ゲー ム を 終了 させ ます 。 後 で 、 現 在 の 続き を プレ イ し た い 場 合 に は 、 
記録 を し て か ら 終 了 し て 下さ ご さい 


か ん し ょ く 


ゲー ム 中 で 使用 し て いる 管 職名 を 現代 か 当時 か に 切り 替え ます 。 


せん と う 


電 ん だ く 


鐘 # を 見 る か 、 見 な いか を 決定 し ます 。 見 る を 選択 する 戦闘 フィ ー 


ん し ょ う 


ルド が 表示 され ます 。( ビ 54 「 戦 闘 フ ィ ー ル ド 」 参照) 
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ち いき か くだ い 


地域 鉱 突 委 を アク ティ プ ブウ ィ ン ド ウ に し た い 崎 に 使用 し ます 。 

郡 国情 報 検索 | 

州 ご と の 都 国 の 一 覧 を 表示 し ます 。 都 国 名 を 左 ク リッ ク す れ ば 、 そ の 
郡 国 の 情報 ウィ ンド ウ を 開く こと が で きま す 。 

武将 情報 検索 

合 吉 国 に 所 属す る 武 特 の 一 覧 を 表示 し ます 。 武 交 名 を を クリ ッ ク す れ 


その 情報 ウ ィ ン ド ウ を 開く こと が で きま す 。 


じ か ん し ん こう 


遇 人 上 を 和 な いま す 。 


堪 の 写真 の 左側 が 「 進 行 」、 右 側が 「 停 止 」 の アイ 
コン で す 。 


マウ ス を 使用 し て いる 場合 に は 、 デ スク トッ プ の 
何 も な い 所 を 左 ク リッ ク す れ ば 、 時 間 を 進行 、 停 止 
させ る こと が で きま す 。 


ョ ー 
ーー 


| 


OO0⑧⑩⑩ ご 


HO は Ne 
0 It LAT 


き 1 


くん 二 く じょう ほう けん さく 


名 軸 到 | 請 報 検索 ウィ ンド ウ 


宮 情 報 検索 ウィ ン ドウ は 、 それ ぞ れ 堪 列 に 付 し \ て いる ボタ ン 寿 提 9 


その 徐 女 直 の 高い 順 ( 


は 若い 順 ) に 並べ 替え る こと が で きま す 。 
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高 し \ 頂 に 並べ 替え ます 。 
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有 : 天 屋 の 高い 順 ( こ 並 べ 替 えま す 。 


た か じ ゆ ん 


口 し 順に 並べ 替え ます 。 


だ た か じゅ ん な の レル 


高い 順に 並べ 替え ます 。 


じゅ ん どっ 


多 し 順に 並べ 替え ます 。 


^、 こ いす つう じ ゆん 


多 し 順に 並べ 替え ます 。 


BurialrankuathestuahTlesiiusLuui に 


お お じゅ ん な ら 


金 の 多 し 順に 並べ 替え ます 。 
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た し ょ 3 せい \ い ゝ じ の つり ょ く た か ヽ じゅ ん な ら カ ヽ 


・ 和紀 を 政治 能力 の 高い 順に 並べ 替え ます 。 


iL 。 
rr も rt gk 
EL 


わか じゅ ゆん な の 
/ 


まし 帳 に べべ 替え ます 。 


第 1 章 / 操 作 方 法 


ず 


土 図 バー の アイ コン に つい て 


ぜん 


せい り ょ く 人 ぶ 


で 共 肖 示 ア イコ ン 
: 現在 の 勢力 分 布 を 見 る こと が で きま す 。 


じん こう ぶん よぶ 


人 口 分 布 表示 アイ コン 
現在 の 入口 分 布 を 見 る こと が で きま す 。 人 口 を 1 記入 未 江 


まん に ん 


較 宮 10 万 人 未満 、50 万 人 未満 、50 万 人 以上 の 股 階 で 表し て いま す 。 
き 兵 分 布 表示 アイ コン 
現在 の 守備 隊 分 布 を 見 る こと が で きま す 。 守備 隊 を 1 記入 未 


満 、10 万 人 未満 、50 万 人 未満 、50 万 人 以上 の 4 設 路 で 表し て 


1 と は ん えい 


の 制 を 見 る ご こ が で きま す 。 繁栄 を 10 未 満 、40 未 
満 、B0 未 満 、B0 以 上 の 4 段階 で 表し て し \ ま す 。 
す 。 


み ち ひ ょ 


5 路 表 示 ア イコ ン 


: 道路 ・ 水 路 を 表示 し レ ます 。 


@ 境 表示 アイ コン 
州 0 自 を 表示 し レ ま す 。 


地域 拡大 図 作成 アイ コン 
新しく 地域 撤 大 図 を 作成 し ます 。 この 時 に 作成 し た 地域 統 大 
図 は 、 付 属し て いる クロ ー ズ ボタ ン で 閉じ る こと が で きま す 。 


クリ アー ー ア イコ ン 


だ : 元 の 全土 蔽 に 扉 し ます 。 


第 1 草 / 近作 カ ば 


に ゅ うり ょ よく 


数 値 入力 に つい て 
「 天 舞 ス ピリ ッ ツ 」 は 、 数 値 の 入力 方 法 に 特殊 な 方 法 を 使っ て いま す 。 


YKHAIHYYMErKMtHT TTYHRTKLMMLLrH 
R 


① ウ ィ ン ドウ の 中 の 入力 バー に カー ー ン ル を 合せ 、 を ドラ ッ グ し ます 。 
@y \ー で お お ま か な 数 値 直 を 入力 し た ら 、 バー の 人 に 付い て いる 矢印 を を 左 
クリ ッ ク し て 下さ し ua 細 の し 数 値 を 入力 する こと が で きま す 。 


に ゆう り ょ く で v い ふ ゝ 


数 値 入力 終了 ン た ら 可 ・ 否 パッ - ッ ン で 決定 ・ 終了 レ ま す 。 


に ゆう り よ 


天 舞 ス ビ ピリッ ツ の 数 値 入力 は 全て この 方 法 で 行ない \ ま す 。 


ウィ ンド ウ に つい て 
「 夫 舞 ス ピリ ッ ツ 」 に は 、 各 情報 ウィ ンド ウ の 他 に コマ ンド 選択 時 や 

イィ イベン ト が 起こ っ た 時 な ご に ウィ ン ドウ を 開き ます 。 これ ら は 、 "可否. 

の ボタ ン や 枠 が 付 し \ て そい る ウイ ンド ワウ こ 、 何 も 付 し \ そ いない ウ ィ ン ドウ 
と に 分 ける こと が で きま す 。 前 者 は コマ ンド な ど ご を 選択 する 必 
ウィ ンド ウ で 、 後 着 は 物事 の 確認 の た め の ウ ィ ン ド ウ で す 。 

これ ら の ウィ ン ドウ が 開い て いる 時 に は 時 間 が 自動 的 に 停止 し ます 。 
再び 時 間 を 進行 さ は る に は 、 以 下 の 方 法 を 行なっ て 下さ いい 
・ コ マン ド の 選択 を 終了 する 。 

・ ウ ウィンド ウ の 外側 で 右 クリ ッ ク 又 ( よ へ ボタ ン を 押す 。 


・ ウィン ドウ の 内 側 に カー ソル を 含 わ せ 左 クリ ッ ク 又 は ボタ ン を 押す 。 


lrIEYaTTYYTrarTfhT1TTTeTP で 本 LT 『 定 


さき は ん じ 


系 2 草 大 本 事項 に つい て 


ゲー ム の 自 的 

天 舞 スピ リッ ツ は 後漢 未 期 の 中 国 を 舞台 に し た リア ル タ イ ム ・ ウ ォ ー 

シミ ュ レ ーション ゲーム で す 。 あ な た は 一 諸侯 と し て 、 荒 れ は て た こ 
の 時 代 に 身 を 投じ る こと に な り ま す 。 

あな た を 出し 抜き 、 広 大 な る 中 国 大 陸 を 我 が も の に し よう こと す る 群 雑 
が ひし めく ご の 則 界 で は 、 様 々 な 課 瞳 が 商 巻い て いる こと で し ょ う 。 


ちゅ うごく と う v 


民 索 は あな た の 手 に よる 中 国 M 一 を 願 つ と し \ や の で す 。 あな た の 考え ズ 


得る 限り の 手 役 を 尽く し て 13 の 州 、 IP6 の 郡 国 を 統一 - レ て 下さい 


ゲー ム の 流れ 

天 舞 スピ リッ ツ は 、 一 日 を 最小 単位 と し て リア ル タ イ ム で ゲー ム が 進 
行 し ます 。 で すか ら 、 プ レイ ヤー が 何 も し な く て も ゲー ム は 勝手 に 進行 
し レ し て いき ぎ ま す 。 

プレ イヤ ー は 、 内 政 ・ 外交 ・ 策 賠 ・ 鐘 を 使い こなし て 中 国 を 統一 し 
な けれ ば な り ま せん 。 内政 は 配下 の 武将 を 亡 職 に 任命 する だ け で 良く 、 
外交 ・ 策 路 は コマ ンド を 選択 する だ け で 良い の で 、 プ レイ ヤー は 戦略 ( グ 
ー ム 全体 を どう 進め る か と いう 作戦 ) だ け に 集中 で きま す 。 


「 戦 闘 一 郡 国人 事 一 軍 編 成一 戦闘 ……-」 を 繰り 返し て 郡 国 を 増やし 
て いっ て 下さ ごい 
(さい (ぎく ビ じょう けん 
勝利 ・ 敗 北条 件 
勝利 条件 「 
あな た の 選ん だ 諸侯 が 、 全 て の 八 地 を 手 に 入れ る こと が 勝利 の 条件 と 


な り ま す 。 


は いぼ くじ ょ うけ ん 


全て の 城 を 失う か 、 諸 侯 を 含む お 全て の 武 持 を 失う と 敗北 に な り ま す 。 


し ょ う 9 ピ じょう けん は ば はい (まく じょう けん 


勝利 朱 件 ・ 敗 北条 件 の いずれ か が 満た され る まで 、 ゲ ー ム は 続き ます 。 


混 2 草 ブ 共 本 事項 こつ いて 


後継 ぎ r に つい て 
あな た が 選ん だ 諸侯 が ゲー ム の 途中 で 死亡 し た 場合 に は 、 条 件 を 満た 


し て し いる 武将 が 自動 的 に 後 を 継ぎ ます 。 
後 を 継ぐ 武 圭 が いな い H 時 に は 、「 ゲ ー ム オー バー」 に な り ま す 。 


2 草 / 基本 事項 に つい て 


管 職 に つい て ーー ーー 「 
天 舞 スピ リッ ツ に は 、 諸 侯 の 官職 と 配下 武将 の 官職 が あり ます 。 


高位 皇帝 (こう て い ) 
帝 は 、 天 舞 ス ピリ ッ ツ に お ける 諸侯 の 最 如 の 位 で す 。 
爾 に な る に は 、 王 に な っ て 一 定 の 時 間 (5 年 ) が 過ぎ ざれ ば 自動 的 に 
Ne 
諸侯 が 皇帝 に な っ た 時 束 で 自 勢力 に 時 否 が いた 場合 に は 、 今 まで の 皇 
は 雑 対し て 諸侯 の 配下 に な り ま す 。 


第 二 位 王 (おう) 

王 は 皇帝 より 一 階級 下 の 位 で す 。 

人 に な っ て 一 定 の 時 間 (5 年 ) が 過ぎ れ ば 自動 的 に 王 に な る こと が で 
きま す 。 


須 三 位 公 (ご つう) 

より 一 隊 級 下 の 位 で す 。 公 に な る た め に は 、 永 相 に な っ て 一 定 の 時 
間 (5 年 ) が 過ぎ な けれ ば な り ま せん 。 

及 、 公 に な る と 都 の ある 都 国 に よっ て 、 魏 、 呉 、 才 こ と いう よう ね な 勢力 
名 が 決定 され ます 。 


第 四 位 和 相 (じょう し ょ う ) ーー 
自 勢力 に 諸侯 以外 の 旦 6 る 場 合 に は 、 その 諸侯 は 永 相 に な り ま す 。 
第 中 位 こ は な っ て いま す が 、 実 質 的 に は 牧 と 変り ませ ん 。 


第 志位 牧 (ぼく ) ・ 校 慰 (こう つい) 

上 記 以 外 の 諸侯 は 全て 都 が ある 都 国 が ある | の 牧 と な り ま す 。 た だ 
要 有 司 匠 に 者 か ある 場合 の み 、 その 諸侯 は 語 隷 校 尉 に な り ま す 。 

現代 で 言え ば 各州 の 総督 に 当たり ます 。 


ちゆ うう \* 
am 


天 舞 ス ピリ ッ ツ に は ゲー ム 開 始 時 (シナ リオ 1 一 8) に 皇 
帝 が 存在 し ます 。 こ の 皇帝 は 漢 の 献 ・ 劉 了 協 ご です 。 牧 や 校 
尉 の 諸侯 は 、 自 勢力 に 劉 協 を 迎え な けれ ば 、 官 職 が 牧 ・ 校 


尉 から 永 相 以 上 に 四 格 し ませ ん 。 


第 2 章 / 基 本 事項 に つい て 


は い ヽ か か ん し ょ く 


配下 の の 官職 
「 天 舞 ス ピリ ッ ツ 」 は 、 配 下 の 起 持 を 亡 職 に 任命 5 する と 都 国 の パラ メ 

ー タ ガ 時 間 が 経つ に つれ て 自然 に 上 界 し ます 。 ゞ 又 、 各 官 贈 に は 定員 と 、 
それ ぞ れ に 必要 と され る 熊 力 が あり ます 。 パ ラメ ー タ の 伸び 率 は 武将 の 
能力 に 左右 され る の で 、 癌 政 迷 の 能力 を 見 て 適 村 適 所 に 任命 し て 下さ い 。 

下 料 の 起 誠 心 は 高い 位 に 企 命 する ほど 、 高く な り ま す 。 又 、 武 将 の 忠 
語 y ふ が 最低 に な る と 、 そ の 愛 将 が 出 革 す る 場合 が あり ます 。 (詳し く は 、 
30 を ご 覧 下さ い 。) 
官職 の 区 分 

ゲー ム 中 の 官職 に は 、 大 きく 分 け て フ つ の 区 分 が あり ます 。 

避 将 名 は 以下 で 説明 する 官職 と 同じ 色 で 表示 され ます 。 
@ 守 帝 ( 若 )… ゲー ム 開 始 時 か ら 存 在 す る 漢 の 皇帝 ・ 劉 協 ご です 。 
プレ イヤ ー が 受け 持つ 諸侯 で す 。 
軍 に 所 属し 、 他 勢力 この 戦闘 を 受け 持ち ます 。 
部 に 所 属し 、 国 全体 の 政治 を 取り 仕切 り ます 。 
各 莉 国 に 所 属し 、 担 当 す る 郡 国 の 政治 や 守備 を 取り 仕切 
の ます 。 


が かんしょ く 


志 剛 | こ 任命 5 され て し な し WP 下 武 閣 の ご ーー です 。 


どの 地 力 に も 属し て いい な し 在野 の 武 持 の こ 生 


昌 2 草 / 基 本 事項 に つい て 


し ょ くつ 


直 職 別 の 効果 
ここ で は 各 守 | 職 に 任 古 
潮 は カム 失 に 


し て 下 ぐ し 。 
. 武 窟 ( 各 都 国 で 任命 ・ 


ニ う げき 


和 の の に 東和 


方 特 


ちゅ うお うぶ ん か ん みや こ 


l . 中 央 文 宮 ( 都 で 任命 ・ 


ア ょ よい ゝ + チ し ゝ 


内 政 の 全て に 影 和 還 昌 間 
り 肥 、 の 上 昇 に 影響 … 


ば ょ 今 も * 


に 
洛 安 」 


よー ーー 

「 トス 」 ( こ 影 宙 吉池 5 
さく りゃ く 

「 筑 内 」 に 遇 2 柚 ……… 了 


ち ほう か ん 


川上 HE75 守 ( 各 都 国 で 任命 


その 郡 国 の 全て に 影 約 間 


その 都 国 の 守備 表 炎 に 影響 


5 され た 武将 が 、 実 
説明 し ます 。 個々 の 官職 に つ し ーー の 


… 総 大 特 ・| 


… 司 徒 ・ 
の 上 昇 に 影響 Fe 廷 尉 ・ 
文化 」 の 向上 に 影 導 NM9 


5 電 模 」 の 上 四 こ 影響 - 


本 。 可 中 


泊 


ーー ュ る 


条 謝 すべ _ えい 
箇 の 全て に 影響 ) 


うさ w も ょ う ぞう ご うし ょ う ぐ ん 


パ 人 5 けけ 


そう だ いし ょ う ぐん (ぼう きい ゝ 


… 総 大 将 ・ 軍 師 ・ 軍 課 宗 洒 


そう だ いし ょ う ん 刀 。 し くん ぼう さい し ゅ 


・ 昌 課 祭 酒 


り 


自 勢力 全て の 郡 国 に 馬 党 ) 


とい ゝ し いふ * 


大 尉 ・ 司 空 


だ い レヒ が IA に “りう ゼ ょ う ) 


・ 大 本] 誠 た 


て で て V ゝ V ゝ ビ じょう 


廷 局 


は か カ 、 せ 


うき くだ に テル を 衝 記 ょ う 


…: 特 作 寿 ・ 将 作 大 匠 氷 


だ いこ う ろ だ いこ こう ビュ う 


… 大 江 腹 ・ 大 湾 腹 示 


た い し れい 。 たい し れい に ょ ) 
太史 法 ・ 太 史 共 


ビー  \ い ゝ きょう 


太守 ※ 


た い ゝ し ゆ 


昌 2 草 ブ 基本 事項 に つい て 


か く か く し ょ く * か 人 ん 人 し ょ 


和 織 の 衣 玉 和 名 
ぁ 起 官 ( 箇 コ マン ド の 編成 の 際 に 任命 し ます 。) 


P・ 
本 
wer 
に 
*ー 


うく 人 > ちく ん そう 


一 軍 総 大 笠 ) 定員 ] 名 
EU の 山 で 最高 の 位 で 、 第 - - 寺 の) 絶大 の ご 届 し ・ 
以下 の 、 各 草 の 総 大 将 に も 共通 し て いえ る こと で す が 、 武勇 と 来 配 の 


の うり ょ く 。 だ た か じん ぶつ | 、 ちか ら は つ き か ん し ド 
BE プ J が 山 い 和信 物 ほ ご 、 カ を 発揮 する 紳 職 で す 。 


駒 交 病 (一 埋 総 大 特 ) 定員 ] 名 


第 一 軍 の 総 大 結 の こと で す 。 


車 脱 将 軍 (三箇 総 大 特 ) 定員 1 名 


だ いさ ん くん 


第 三軍 の 総 大 将 の こと で す 。 


えい し ょ う ぐん よん ぐん そう だ いし ょ う 


衛 特 軍 ( 相 電 総 大 和 定員 1 名 


だ いま ん くん だ いふ きしょう 


第 中 軍 の 総 大 特 の こ た に まぁ 


ぜん し ょ う 


前 将軍 ( 玉 電 総 大 将 ) 定 四 1 名 
第 五 電 の 総 大 特 で の ) こ _ ーー ak 


eo も めい ゝ 
後 将軍 ( 六 電 総 大 将 定員 1 老 
だ い 旋 く ぐん 


第 六 軍 の 総 大 特 f の ご に ーー 5 で ご です 。 


ちゅ う V ゝ 性 つ か ん し ょ く だ いい ゝ 3 ろく ぐん 


軍 か ら 第 六 軍 


※ 注 意 諸侯 が 就く こと の で きる 官職 は 、 以 上 の 第 一 
まで の 総 大 特 だ | ナ で すず す 。 


系 2 章 / 基本 事項 に つい て 


う ao 導 し ょ *] 


雑 号 将 軍 (部 隊長 ) 定員 4 名 ( 各 電 2 名 ) ー 
各 軍 に 属す る 部 隊 の 部 隊長 に 与え られ る 菅 職 ご で 、 武 衣 の 口 さ が 来 
れ ま す 。 


さん ぼう ちょ うぅ 


軍師 ( 基 課長 ) 定 定員 名 各 電 名 ) 


莉 軍 の 総 大 特 を 補佐 し て 作戦 方 負 等 を 決定 する 官職 で 、 来 配 の 高 さ が 
求め られ ます 。 


くん ぼう さ * ゝ しめ ゆ 


軍 課 祭 酒 (参謀 ) 定員 16 名 ( 各 電 ら 名 ) 
各 軍 の 軍師 を 補佐 する 礼 職 で 、 束 配 の 高 さ が 来 め られ ます 。 


トー ンー 


ちゅ うお つう まん ちゅ うお うき ぎ 


@ 中 央 文官 (中 央 行政 コマ ン ド の 人 事 の 際 に 任命 し ます 。) 
語 徒 (内 務 大 外 ) 定員 1 名 還 昌 還 較 
諸侯 を 補佐 し て 政 双 を 統轄 し ます 。 内 政 に 関わ る こと 全て に 影響 を 与 
える 官職 で 、 政 治 の 高 さ が 求め られ ます 。 
大 尉 (軍務 大 革 ) 定員 1 名 
諸侯 を 補佐 し て 政治 を 統轄 し ます 。 内 政 に 関わ る こと の ほとん ご に 影 


きょう あ た だ か ん ん しょく せい じ た か も と 
恩 ラ テ ズ や 守 職 で 、 政治 の 高 さ が 求め られ ます 。 
う 。 ほう む だ い て いい ん 。 めい 
司空 務 大 董 ) 定 定 具 1 老 
まい に だ あつ な いせ い か か 「 、 Me 
諸侯 を 補佐 し て 政治 を 統轄 し ます 。 内 政 に 関わ や る こと の ほとん ご に 影 
きょう あ だ た だ 。 か ん し ょ く せい じ だ た か .、 も と ー 
張 々 ラーズ や 軍 職 で ご 、 政治 の 高 さ が 求め られ ます 。 
し た い ゝ い ゝ う さん し ょ く あわ さき ん こう < 「 
司徒 ・ 大 計 ・ 司 空 」 の 三 職 を 含 せ て 「 三 公 」 こ 呼び ます 。 


大 司 農 (財務 長官 ) 定員 1 名 間 還 還 還 還 
財務 を 担当 し 、 年 ら 向 の 税収 と 各 都 民 の 肥 決 の 上 昇 に 影響 を 生 え る 


か ん し ょ く 


| せい じ だ か 、 も と ー 
到 職 ご 、 政 治 の 高 さ が 求め られ ます 。 


RA の ) つう じょう ぅ ざい まず む ょ 、 じ か ん に 2 と 。 めい 
大 司 岩 茨 (財務 次 官 ) 定員 ] 名 
だ い し の う パ ほ き か ん し ょ く せい じ だ た か 、 も と ー 
大 本 謀 を 補佐 する 官職 で ご 、 政 滞 の 高 さ ご が 求め られ ます 。 


だ ャ いとう 用 が vV ゝ ます: ちょ う に ーー め ) い 
大 江 腺 (外務 長 害 き ) 定員 1 名 
た せい り ょ く ほう も ん が いこ う せい こう し ば い 。 えい きょう あ た 
外交 時 に 使節 と し て 他 勢 力 を 訪問 し 、 外 交 の 成功 ・ 失 敗 に 影響 を 与え 
が ん し ょ く が いこ ご こう だ た が か が 、 も と ー 
る や 守 隊 ご 、2 外 交 の 高 さ が 求め られ ます 。 
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大 洪 腹 革 (外務 次 官 定員 1 名 
外交 時 に 大 測 義 に 付き 従っ て 他 勢 力 を 訪問 し 、 
4 外交 の 山 さ が 求 め ら れ ま す 。 


系 2 章 / 基本 事項 に つい て 


し ょ うき きく だ いし ょ う けん 人 せつ ちょ う カ 


特 作 大 臣 本 ) 定員 ] 名 - 
城 電 模 の 上 昇 と 兵器 の 製造 に 影響 を 与え る 官職 で 、 政 治 の 高 さ が 求め 

られ ます 。 

特 作 大 中 氷 (建設 次 官 ) 定員 1 名 


ょ うさ きく だ \ ゅ し ょ う だ た か 


将 作 大 匠 を 補佐 する 官 職 で 、 政 治 の 高 さ が 求め られ ます 。 


て \ ゝ れい ヽ “ 再 夫 戻 容 ーー 
廷 局 (本 長 密 ) 定 上 | ち 
か くく ぐん こく ち あん じょう し ょ 1 


ん し しょく せい じ だ た が か が 、 も と ー 
和民 ( の 治安 の 界 に 叉 響 を 号 ぇ る 飼 遇 で ご 、 層 台 の 高 で が 求め られ ま 


し ル *$ ゃ も じょう 


廷 尉 語 天 次 家 ) 定 | 中 1 名 
廷 応 を 補佐 する 職 で 、 政 治 の 高 さ が 求め られ ます 。 
大 史 令 ( 課 報 長 ) 定員 ] 名 ' 
策略 の 成功 ・ 和 失敗 に 星 を 与 える 官職 で 、 策 謀 の 高 さ が 求め られ ます 。 


太史 令 氷 ( 謀 報 次 官 ) 定員 1 名 
太史 令 を 補佐 する 官職 で 、 策 謀 の 高 さ が 求め られ ます 。 


博士 ( 及 化 琴 問 ) 定員 名 
各 都 国 の 文化 の 向上 に 影響 を 与え る 官職 で 、 政 治 の 高 さ が 求め られ ま 


す 9。 
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ィ テ 2 草 ノ 基本 事項 に こつ いて 


イベ ント に つい て 

年 次 イベ ント 

毎年 、 定 期 的 に 行なわ れる 処理 の こと で す 。 

年 齢 加算 

武将 は 毎年 1p 月 30 日 に 1 歳 、 歳 を と り ま す 。 

武将 の 登場 ー 
毎年 ] 月 1 日 に は 、 成 年 に 達し た 武将 が 登場 し ます 。 ご の 場合 、 雑 計 
で 登場 する 武将 と 布 衣 で 登場 する 武 桂 が いま す の で 、 布 衣 の 武 折 は 都 国 
人 事 で 登用 し て 下さ い 。 

予算 計上 ー 「 
毎年 ら 月 ] 日 と 日 月 1 日 に は 税 の 缶 I 層 が あり ます 。 こ ご の 時 の 税収 は 者 
国 ご と に 計上 され 、 国 家 予 算 と 地方 予算 に 振り 分 け ます 。 全 収 入 の 4% 
が 国家 予算 に 回 され ます 。 

月 イベ ント 

毎月 1 日 に 行なわ れる 処理 の こと で す 。 

武将 の 死亡 

寿命 が 尽き た 武将 は 死亡 し ます 。 諸侯 が 死亡 し た 場合 は 後継 者 が 選択 
され ます 。 

不定 期 イ ベン ト 

何時 と は 決ま っ て いま せん が 、 あ る 条件 が 満た され た 場合 に 行わ れる 
鍋 四 の こと で す 。 た だ し 、 処 理 は 毎月 ] 日 に 行わ れ ま す 。 

諸侯 の 官位 の 界 格 

共 相 以上 の 諸侯 は 、 現在 の 官職 に な っ て か ら 一 定 の 期間 が 過ぎ た 場合 、 
次 の 位 に 進む ご こと が で きま す 。 

武将 の 出 莉 

恵 誠 度 が 低下 し た 武将 は 、 諸 侯 こ の 邊 性 に よっ て 出 芋 する 場合 が あり 


し ゅ っ ぱ ぽ ん が し ょ う きん りん 3 


ます 。 出 草 し た 武将 は 近 了 の 郡 国 で 布 衣 武 析 に な り ま す 。 


ちょ う き ほ "3 た いし ょ う 3 


家門 泊 両 され て いる 境 還 を 衝 家 と し て 、 その 都 国 が 嘱 伏 する か し な い 
か を 判定 し ます 。 
これ ら の 他 に 、 戦 闘 の 結果 に よっ て 起 る イベ ント が 用 意 さ れ て いま す 。 


※ 注 意 ウィ ンド ウ が 表示 され た イベ ント で は 、 以 下 の 方 法 で ウィ 
ンド ウ を 消し て 再び 時 間 を 進行 させ て 下さ い 。 
・ ウ ィ ン ド ウ の 外側 で 右 ク リッ ク 六 は A ボ タン を 押す 。 
・ ウ ィ ン ド ウ の 内 側 に カー ソル を 含 わ せ 左 クリ ッ ク 六 は 
巳 ボ タン を 押す 。 


第 2 芋 / 閥 本 事 拓 に こつ いて 


独特 な 単語 旨 の 説明 
こ で は 天 舞 スピ リッ ツ 独 特 の 設定 と 、 マニ ュ ア ル の 中 で よく 使わ 

ィ ル に k \ ぞ 有 時 上 吾 こ 関 邊 し て 説明 を し て いま す 。 

如 国 ・ 城 と は で 

天 握 スピ リッ ツ は 、 中 国生 士 を 都 国 日 位 で 分 け て いま す 。 ゲ ー ム に お 


ん こく 


ける 最小 の 区 分 け で 、 全 部 で 186 の 都 


国 が 存在 し ます 。 各 都 国 に は 一 つ 
づつ 城 が あり 、 城 を 占領 する こと で 都 国 を 自分 の も の に する こと が で き 
ます 。 

これ に よっ て 、 実際 の 三国 記 の 時 代 と 同様 に 城 を 制 丘 し て い 、 中 国 
を 統一 する と いつ 史実 の 再現 が な され て いま す 。 
諸侯 こと は で 

プレ イヤ ー が 選べ る 武 守 の こと で 、 配 下 と は 別 の 官職 を 持っ て いま す 。 
諸侯 の 官位 が 「 公 」 以 上 に な る と 勢力 名 が 変わ り ま す 。 
勢力 名 と は で 

各 諸侯 は それ ぞ れ 一 つの 勢力 に な り 、 中 国 統一 を 狙い ます 。 

諸侯 の 官位 が 「 公 」 以 上 に な れ ば 、 都 の ある 郡 国 に よっ て 勢力 名 が 変 
わり ます 。 た だ し 、 シ ナリ オ 開 始 時 か ら 礼 位 が 「 公 」 以 上 の 場合 は 勢力 
名 は 変わ り ま せん 。 
勢力 威信 と は や 

その 勢力 の 他 勢 に 対す る 威厳 ご 信 望 を 表 し て いま す 。 

この 数 値 が 高い ほど ご 外交 の 成功 率 が 上 が り ま す 。 威信 は 諸侯 の 官位 が 

上 虹 し た 時 に 増加 し ます 。 


都 は で _ 
その 勢力 の 本 括 H が ある 郡 恒 (の こと で す 。 中 央 文 家 は 都 で 任 病 し 、 中 


ちゅ うお おう 


央 行政 を 行い ます 。 又 、 中 央 文官 は 都 に 所 属し て いな けれ ば 職務 を 遂行 
で きま せん 。 
州 と は で 

いく つか の 都 国 を まとめ た 行政 区 分 の こと で す 。「 天 舞 ス ピリ ッ ツ 」 に 
は 13 の 州 が 存在 し ます 。 
寺 狼 と は で 


か ん みん ぞ く い こ く 


若 民 族 以外 の 民族 の こと で す 。 夷 狭 の いる 都 国 で 箇 隊 を 編成 する と 土 


この ゲー ム で は 、 プ レイ ヤー が 選択 で きる 勢力 以外 を 夷 狭 と し て 設定 
し て いま す 。 


第 2 草 / 基 本 事項 に つい て 


軍 と (は で 

天 の 占領 を 行ない ます 。 軍 は 「 世 将 ・ 兵 士 兵糧 ・ 金 ・ 馬 ・ 還 辿 ・ 発 
石 征 ・ 衛 車 ・ 寺 寺 様 率 」 で 構成 され て いま す 。 徳 車 ・ 細 可 還 は 城 め の 時 
に 交 果 を 表し ます 。 水 路 を 移動 する 場 合 に は 、 兵 数 分 の 兵 船 を 装備 させ 
て 下さ し 兵 1 00 人 に つき ココ 叶 毅 1 信 が 必要 ご す 。 箇 も 発 石 車 を 保有 する こ 
と が で きま す が 、 戦 生 時 に は 何 の 効 果 も 発揮 し ませ ん 。 
輸送 隊 こ は で 

輌 5 甘 隊 は 「 武 将 ・ 兵 士 ・ 兵 糧 ・ 金 ・ 馬 ・ 発 石 車 ・ 衝 車 ・ 
成 さ れ て お り 、 兵 船 は 輸送 する こと が で きま せん 。 

輌 D 半 隊 は 道路 ・ 水 路 以外 は 移動 する こと が で きま せん 。 
行軍 こと は で 

天 舞 スピ リッ ツ 」 は 従来 の 歴史 シミ ュ レ ー ショ ン と は 違い 、 mg 
る 国 失 線 が あり ませ ん 。 こ の た め 軍 の 移動 も 国 涯 位 の 移動 で は な く 、 

穴 ( こ HB の 上 を 軍 が 歩い て いく こと に な り ま す 。 
兵器 と は 

天 舞 ス ピリ ッ ツ 」 に は 、「 発 石 還 ・ 衝 車 ・ 加 」 の 種類 の 兵器 が 出 
do 「 発 石 車 」 は 守備 用 守 r 事 ・ 凌 欄 , は 攻 城 用 Lac ・ 
た だ し 、 発 石 車 は ー つ の 都 国 に 10 台 、 衛 車 ・ 要 様 車 は ー つ の 箇 で 1 台 
づつ し か 持つ こと が で きま せん 。 

又 、 発 石 車 を 軍 か が 、 条 車 ・ 細 樺 車 を 都 国 が 保有 し て いて も 戦闘 時 に は 
何 の 効果 も 発揮 し ませ ん の で 注意 し て 下さ い > 
て この 原理 で 巨大 を 飛ば し て 攻撃 し ます 。 
内 部 に ある 先 の 和 失っ た 丸太 で 城壁 を 壊し ます 。 
城 壁 を 乗り 越え る は し ご 車 で す 。 


うん て い ゝ し や 


還 」 で 構 


づ ん 


物資 と は で ーー ーー ' 
天 舞 スピ リッ ツ 」 で は 都 国 ご と に 金 ・ 兵 糧 ・ 馬 ・ 兵 船 を 保有 する こと 
が で きま す が 、 そ の 物資 ご と に 上 最大 保有 数 が 決ま っ て いま す 。 


還 や 輔 半 隊 を 角 沸 & し た 場合 に 最大 保有 数 を 越え て し まう よう な 場合 に 
は 、 最 失 雪 以 上 に は な り ま せん 。 | 
最大 数 を 越え た 分 は 自動 的 に 廃棄 され ます の で 注意 し て 下さ い 。 


ちゅ うお うま ん か ん 


中 央 文 定 と は で ー | 
者 に 所 属し 、 自 勢力 の 都 国 の 全て の パラ メー タ や 外交 ・ 策 略 の 成功 ・ 
し っ ぱい 


失敗 な ど に 影響 を 与え ます 。 又 、 中 央 文 宣 は 都 に いる 場合 の み 能 力 を 発 
揮 で きま す の で 、 乱 都 し た 場合 に は 新しい 都 へ 移動 で ご せ て 下さ し 


ち ほう か ん 


地方 訓 と は で | 
冬 妖 国 に 所 属し 、 そ の 都民 の パラ メー タ や 守備 力 に 影響 を 与え ます 。 


2 理大 本 事項 に つい て 


ー で は 美 故 スピ リッ ツ を プレ イ す る 上 で 、 よ く 使 われ る 用 語 を 説 上 
し ます 。 


カー ソル ご ば て 

画 | 上 こ 表 示さ れ て し \ る 矢 FI の ご ー で す o ー ン リ ン ま マン スネ ツ \ ッ ド 
の 十字 ボタ ン を 動か すこ と で 、 画 下 ] 上 の 好き な 場所 へ 移動 では せる こと が 
で ます 。 


リック ご ば 「 

マウ ス の 左 ボ タン ・ 大 ボタ ン を 対象 物 に 合せ て 押す こと で す 。 パ ッ ド 
の 場合 は へ ・ 巳 ボタ ン を 押す ここ と で 同じ 働き を し ます 。 ゲ ー ム 中 は コマ 
ンド や 対象 物 を 選択 する 時 な ご に 使い ます 。 


ドラ ッ グ ここ は "pg 

マウ ス の ボタ ン を 押し た まま 、 対象 物 を 上 下 左右 に 動か すこ と で す 。 
ゲー ム 中 に は 左 ドラ ッ グ し か 使い ませ ん 。 パ ッ ド の 場合 は ロボ タ ン を 持 
し た まま 十字 ボタ ン で 対象 物 を 動か し ます 。 ゲ ー ム 中 は ウィ ンド ウ を 動 
か し た り 、 和 人事 や 編成 の 時 な ご に 使い ます 。 


アク ティ フウ ィ ン ド ウ ご ば 『 ーー 
画 画 上 に 開い て いる ウィ ンド ウ の 中 で 、 一 病 上 に ある ウィ ンド ウ の こ ご 
C こ で 9 。 


ィ イン ・ ア ン デ ィ ブ ウィ ンド ウー ば 
アク テイ ピン ウ ィ ン ド ウト の ウィ ンド ウ は 、 主 て イン ・ アク ディ ブウ 


ィ ン ド ウ に な り ま す 。 こ ご これ は ウィ ンド ウ が 何 枚 開い て も 変 変わ り ま せん ん 。 


第 2 革 / 甘 本 事項 に こつ いて 


デス クト ッ プ こ は で | 「 
ゲー ム 中 に ウィ ンド ウ を 開く こと が で きる 範囲 の こと で 、 画 面 の 約 4 
何 の 大 き さ が あり ます 。 


タイ トル バー と は で | 

ウィ ンド ウ の 上 部 に つい て いる 部 分 の こと で す 。 ア クティ ブウ ィ ン ド 
ウ の 場合 は 白く な り 、 イ ン ・ ア クティ ブウ ィ ン ド ウ の 場合 は グレ ー に な 
『 ) ます 。 


アイ コン こ は "g 
ら ゅ うこ ご く ぜ ん 人 ど ず じょう ちゅ う 
デス クト ッ プ の 左上 と 、 中 国 全土 区 の バー に 常駐 し て いる アイ コン で 
す 。 


これ ら は 『 記 録 ・ 読 込 ・ 勢 訪 分 布 」 な ど 、 ゲ ー ム 中 に 必要 と する シス 
、 情 報 を アイ コン 化し て いま す 。 


スク ロー ル と は で 

HB 域 拡 大 に 表示 され て いる 地 弄 や ウィ ンド ウ に 表示 され て いる 哉 半 
な ご を 動か すこ と で す 。 動か す に は ウィ ンド ウ に 付属 し て いる スク ロー 
ル バ ー を 使い ます 。 

又 、 ウ ィ ン ド ウ を 動か し た り 、 デ スク トッ プ の 表示 部 分 を 動か すこ と 
も スク ロー ル と 言い ます 。 


リス ト ボ ックス こと は"p 

ウィ ンド ウ の 左側 に ある 、 コマ ンド 名 や 武将 名 を 表示 し て いる 部 分 の 
こと で す 。 内 容 が 表示 部 分 より 多く な っ た 場合 に は スク ロー リル バー を 動 
か せ ば 、 ス クロ ー ル させ て 的 る こと が で きま す 。 


クロ ー ズ ボタ ン こ は "pg 
タイ トル バー に つい て いる ボタ ン で 、 こ こ に カー ソル を 合わ せ て 左 ク 
リッ ク す れ ば 、 ウィ ンド ウ を 消去 する こと が で きま す 。 


又 、 ワイン ドウ を 消 夫 する こと を クロ ー ズ と 言 し いい ます .。 


リサ イズ ボタ ン こ と は で 
H 吉 拡 大 区 の 枠 の 右 下 の 偶 に 付い て いる ボタ ン で 、 こ れ を ドラ ッ グ し 
た まま 動か せ ば 、 地 域 拡大 区 の 大 き ご を 変え る こと が で きま す 。 
リサ イズ ボタ ン が 付い て いる の は 地域 拡大 図 だ け で す 。 


ユニ ッ ト ご ば 


地域 撤 大 区 上 で 動い て いる 電 還 甘 隊 の こと で す 。 ご これ を クリ ッ ク す 
る こと で 情報 ウィ ンド ウ を 開い た り 、 命 令 を 往 え た り し ます 。 


"ずい 2 この だ 


の 整 を 負 滞 せん 


し ゝ か ヽ ーー ナー つ めい ゝ いい が か せつ めい ゝ 


以下 で コマ ン ド 操 作 に つ し \ て 説 明 し ます 。 以下 の 説明 ( 


し よう 


で 行なう も の と し て 書い て あり ます の で 、 コ ント ロー ラー を 使用 し て 揚 


人 を 行なう 方 は 、 マ ウス の 右 ボ タン を A ボ タン 、 邦 7 


く だ 


し て お 読み 下さ し ぃ 


みや こ 


者 で する ご と ーー リー 
こと で は 、 都 情報 ウィ ンド ウ で 行う 中 央 行政 コマ ンド に 


いて 説明 し ます 。 都 情報 ウィ ンド ウ は 都 国情 報 ウ ィ ン ド ウ に 


付い て いる 「 都 ボタ ン ,」 ( 堪 写真 ) で ご 表示 させ る こと が で きま 


〇 


\ タ ン を ロボ タン こと 


た せい り ょ く みや こじ ょ うほ う せい り ょ く 人 


また 、 他 勢力 の 都 情報 を 見 た し 時 に に よ 、 そ の 勢力 の 郡 国 居 


ほ う みや こ くだ 


報 ウ ィ ン ド ウ に 付い て いる 都 ボ タン を 押し て 下 ぶ し ぃ 


中 央 文 密 を 任命 し ます 。 中 央 文官 に 任命 で きる の は 、 都 に 
いる 武将 だ け で す 。 中 敵 六 箇 は 自 勢力 の 都 国 の 全て の パラ 
メー タ や 人 外交 ・ 策略 C 成功 ・ 失敗 な ど ご に 影響 を 与え ます 。 

| 又 、 中 敵 腔 は 半 に し な けれ に 肢 肥 を 遂行 で きま せん の で 、 


せん と ば あい あたら ふみ やこ くだ 


乱 者 $ し た 場合 に は 新しい 都 へ 移動 ご で せ て 下さ い 。 


みや こ ひだ り く だ 


郡 ウィ ンド ウ の 人 事 ボ タン を 左 ボ タ - ン で クン リック し て 下さ ざし いい 


みや こ ぶし ょ う ひだ り に ん めい ゝ が ん 人 しょく 


者 に いる 武 持 を 左 ボ タン を 押し な が ら 任 命 し た い 門 職 まで ドラ 
ッ グ 移動 さ ご せま す 。 


③ 可 ・ 知 で 終了 し ます 。 | ー 
・ 武 折 を 降格 し た り 、 解任 し た りす る 場合 に は 、 忠 誠心 が 


ちゆ う \ ゝ > 


低下 する の で 注意 し て 下さ いい > 


が し ょ う ちゆ うお うぶ ん か ん に ん めい 


・ 布 衣 の 文 将 を 中 央 文 志 こ 任命 し た い 場 合 に は 、 


ぎ つ v * ーー アデ 科 。 か "人 し ょ く ひ ょ う ん し と ょ う 
(に こ し て お いて 下さ ご し %(3d「 
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1 紅 * 
も トル ロト ョ 7 エイ トム 


更 草 コマ ンド に つい て 


外交 ボタ ン を 左 ボ タン で クリ ッ ク し ます 。 


人 と 不 戦 朱 約 を 結ぶ こと を 二 盟 と し 6 ます 。 司 購 を 結ん で し \ る 勢 


カ と は 戦闘 で きま せん 。 生 購 の 成功 ・ 失敗 は 「 大 測 遥 = 大 叶 」 の 外 


交 能 、 対象 勢力 この 友 尋 、 天 ぇ ブ J 太 、 使用 経費 の 額 で 決ま り 寺 す 。 
た だら LA 一 度 に 使用 で きる 金 は 、 1UU か が から 10UU ま で で ご で す 。 


方 法 ① 同 盟 コ マン ド を 左 ボ タン で クリ ッ ク し ます 。 


ら ど 対 軍勢 力 を 左 ボ タ ン で クリ ッ ク し ます 。 
使用 経費 を 入力 し ます 。 
② 可 ー- で で 終了 レン ます 。 


どう の *\ ゝ 流 寺 
を 


げん ざい どう めい ちゅ う 


現在 司 骨 中 の 勢力 に 対し て 、 同 凍 の 破棄 を 通告 し ます 。 

x 乗 し た 後 その 勢力 と 戦闘 で きる よう に な り ま す 。 

コマ ンド を 実行 する と 必ず 人 同盟 を 破棄 し ます が 、 そ の 勢力 この 友好 度 
は 大 幅 に 減少 し ます 。 


ほう ほう _。 どう めい は き 


法 ① 同 盟 破 棄 コ マン ド を 左 ボ タン で クリ ッ ク し レ ま す 。 


ゝ し ょ う - サ いい りく 


ーー タン で ンク リック し ます 。 
- 否 で 終了 レ ま す 。 


物 
責 物 を し て 他 勢 力 この 友好 度 を 上 界 さ せま す 。 効果 は 「 大 現 障 ・ 大 湊 
暗示 の 外交 角 力 と 使用 経費 の 額 で 決ま り ま す 。 
た だ し 、 一 度 に 使用 で きる 釜 は 100 か ら 1000 ま で で す 。 
記法 ① 臣 物 コ マン ド を 左 ボ タン で クリ ッ ク し ます 。 
@ ぢ 対象 勢力 を 左 ボ タン で クリ ッ ク し ます 。 
使用 経費 を 入力 し ます 。 
の 可 ・ 知 で 終了 し ます 。 
人 演 この 半 計 義 は 、 外 基 コ マン ド の 時 寺 に 移る こと 
ひで きま す 。 


・ 他 勢力 か ら 同 盟 を 中 し 込ま れ た 場合 に は 受け る カ 受 け 


な よし の を 選択 し て 下さ い 。 他 勢力 か ら の 同盟 破棄 と 


は 、 拒 知 する ご 用 ee ご と が で きま せん 。 


系 つ 草 ノコ マン ド に つい て 


対外 半 の 志 放 を 低下 させ ま す 。 衣 間 の 成功 ・ 失敗 は 「 大 史 令 ・ 大 


し よう けい ゝ て 


史 令 氷 」 の 筑 課 租 力 こ 9E 費 の 額 で 決ま り ま す 。 

た だ し 、 一 度 に 使用 で きる 金 は | 00 か ら 1000 ま で で す 。 成 功 し た 場合 、 
その 武将 の 忠誠 心 が 三 減少 し ます 
方 法 ① 離 間 コ マン ド を を ボタ ン で クリ ッ ク し ます 。 


だ いし しょう 放 し ょ 3 


ら 対 象 武将 の 所 属国 を 左 ボ タン で クリ ッ ク し ます 。 


だ た いし 1 る う し ょ う 


③ 対 象 武 所 を 左 ボ タン で クリ ッ ク し ます 。 


し よう けい ひ にゅ うり ょ < 


の 合 り 圭 経 費 言 そ r 入力 し ます 。 
⑤ 可 し 否 で 終了 レ ま す 。 


対象 武 持 を 自 勢力 に 引き 抜き ます 。 た だ し 、 MT ニャ ーー 


ちょ うり ゃ く せい こう し っ つい ぱ v だ た だい し れい ビ ょ う 


用 悪し な けれ ば な り ま せん 。 議 覆 の 成功 ・ 失 敗 は 太史 令 「 へ で 2 


さく (ぼう の うり ょ く だ いし ょ う 


の 策謀 能力 、 用 悪 する 官職 、 対象 の 忠 旋 、 必用 する 経 間 の 鍛 で 
まり ます 。 た だ し 、 一 度 に 使用 で きる 金 の 額 は 1 DU か ら 1000 ま で で す 。 


ほう ほう 


万 法 ① 調 略 コマ ン ド を 左 ボ タン で クリ ッ ク し ます 。 


だ たい しょう ぶ ぶ し 


ら 対 象 武 桁 の 所 用 各国 を 左 ボタ ン で クリ ッ ク し ます 。 
③ 対 銀 武 圭 を 左 ボ タン で クリ ッ ク し ます 。 
@ 放 意 する 官職 を 左 ボタ ン で クリ ッ ク し ます 。 


し よう ! け v に ゅ うり ょ く 


⑤ 使 用 経費 を 入力 レ し は す 。 


し ゅ うり ょ 


⑤ 可 ・ 否 で 終了 し ます 。 


※ 注 意 用 意 す る 官職 が 天 し 人 人 和伸 半 が 講 に な っ 


ちょ うり ゃ く 


て いる 場合 に は 、 調 了 略 で きま せん 。 


レ し か く 


系 り 客 


だ た せい り ょ く - 示 し ょ う を あん さ つ せい こう ば あい たい しょう ぶし ょ う 

過 勢 の FU っ 諸 伺 を 暗 組 し ます 。 成功 し た 場合 、※ 

し ぼう し か せい こう し っ ぱい だ い ゝ すし い こい れい じょう さく ぼう の うり ょ く 
は 死亡 し ます 。 刺客 の 成功 ・ 失 政 は 太史 法 ・ ズ 


た だ し 、 一 度 に 使用 で きる 人 金 は 100 か ら 1000 ま で で す 。 


マン ド を を 左 ボ タン で クリ ッ ク し ます 。 


ボタ ン で クリ ッ グ し ます 。 


を 入力 し ます 。 
・ 行軍 中 の 武将 に 対し て は 行なう こと は で きま せん 。 
・ 諸 侯 や 武勇 の 高い 武 持 を 対象 と し た 場合 に は 、 成 功 率 が 


くら い こ 7 が か じゅ ん まう 


( 位 の 高い 順に 表示 ) 
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お こ + チ キー) めい 


で 行なう コマ ンド に こつ いて 説明 し ます 。 


い か お こ ば あい めい れい ゝ お 
以下 の コマ ンド を 行なう 場合 は 、 命 令 ボ タン を 
す で め ) い ゝ ひょう じ 
に コマ ンド 名 が リス ト ボ ックス に 表示 ご れ 


お ひつ よう 


ボタ ン を 押す / ム ム 要 は あり ませ ん 。 


じ ん 

ぎ つ い も ち ほう か ん ほん ため ゆい 3 ざ つ い と う よ う 

時 氷 JO 正和 を 地 万 守 に 住 藻 し た り 、 布 衣 の 武将 を 雑 ( に 登用 レ た つ レ 
きつ い を みよう ば し 寺 しょう に 


言 に 登用 する 場合 に は 、 布 衣 の 武 拍 1 人 に つき 、 金 0 


ン で で クリック し ます 。 


ン で 押 し な が と ら 任 命 n ロ し た し \ 官 


まで ドラ ッ グ 移動 


か * し ゅ ゆう りょう 


可 ・ 否 で 終了 し ます 。 


ちら ゆ う \* て 


※ 注 意 ・ 都 国 に 金 が 無し 
ー と が で きま せん ん 。 


びょう ビー 
で 表示 ご れ ま す 。 
= 5 丁半 ば あい ひつ よう きん が か がく し しょこ Eo < 


- 布 衣 を 登用 する 場合 に 必要 と する 金額 は 、 諸 侯 こ その 武 
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昌 さ 草 プ コマ ン ド に つい て 


し 


* 物 資 
う 氷 へ いせ ん は っ つっ せき し ょ ゃ し ょ うし ゃ や うん てい しゃ や ーー る あ に ゅ う せい ぞう / ・ 
「 馬 ・ 兵 船 ・ 兵器 ヴ セ 全車 ・ 任 T 車 ・ 寺 車 ) を 購入 、 第 告 し ます 。 馬 
へ いせ ん しゅう また みな と たこ ょ ン 
・ 全般 は 州 に よっ て 値段 が 違 し \ ま す 。 又 、 兵 般 | ば 港 の ある 和 で し か カ 上 暑 
し ゆる い 呈 よう 


入 で きま せん 。 兵器 は 城 規模 に よっ て 失 5 告 で きる 種類 、 費 用 が 決ま っ て 
し ます 


ほう し ほう 


方 法 ① 物 次 ボタ ン を 左 ポ タン で クリ ッ ク し ます 。 ーー 
⑤ 購 入 、 製 告 し た い 物 資 を 選択 し 、 それぞれ その 数 値 を 入力 し ま 
す 。 


③ 可 ・ 否 で 終了 し ます 。 


ちゅ ゆう v い ゝ こ うに ゅ う 


※ 注 意 ・ に 称 な 場合 や 、 金 が 足り な い 場 合 に | 


・ は 購入 、 
造 する こと が で きま せん 。 (その 場合 に は 、 経 費 の 欄 の 
字 が 赤字 で 表示 され ます 。) 

・ 発 石 車 ま ホー "つの 導 国 で 0 馬 ま で し か 持て ませ ん の で 、 既 
に 10 台 ある 場合 は 製 告 で きま せん 。 


し ょ うし ゃ 志村 


| ォ ー つ の 都 国 で 合 し か 持て ませ ん の で 、 


くん こく 


上 に 持っ て \ る 場合 に は 製造 で きま せん が 、 そ の 都 国 に 
所 属し て いる 電 か 輸送 隊 に 配備 すれ ば 新た に 製 汗 する こ 


と ー が で きま す 。 
し ょ うし や うん てい しゃ や ぐん こく 


- 衝 加 や 杜 筐 車 は 都 還 に あっ て も 湯 提 月 きき に は 何 の 効 果 も あ 
り ま せん 。 


和 向 で も 美 只 で きま すか ー 向 こと に の 培 ど て の 和 の X 口 、 治安 


が 減少 し ます 。 


方 法 〇 徴発 ボタ ン を 左 ボ タン で クリ ッ ク し ます 。 


@ ら 可 桂 で 終了 し ます 。 


ドド こつ いて 


ちょ う 


徴 


^NV ゝ 
 * し ゆ ゅ び た v 


その 都 国 の 守備 育 を 増やし ます 。 軍 に は 、 こ の 守備 隊 を 編成 し ます 。 
徴兵 時 に は 兵 還 100 人 に つき 、 金 ] が 必要 で す 。 


い ノ 
る る ぐ 


方 法 ① 徴 選 ウッ ン を 完 ホ タ ン で クリ ッ ク し ます 。 
⑤ 微 兵 す る 兵 数 を 入力 し ます 。 、 


③ 可 ・ 否 で 終了 し ます 。 


ちゅ う い くん こく 


の 郡 国 に 金 が 無し 場合 や 、 金 が 足り な し 場合 に は 徴兵 

する こと が で きま せん 。 (その 場合 に は 経費 の 欄 の 数 字 
で 表示 され ます 。) 
・ そ の 都 国 の 入口 に よっ て 一 度 に 徴兵 で きる 人 数 が 決ま っ 
て いま す 。 
・ 徴 包 す る と 人 口 か その 分 減少 し ます 。 人 口 の 減少 は 収入 
の 減少 こつ な が り ま す の で 、 注 意 し て 下さ し ぃ 
・ 守 備 隊 の 人 数 は 、 和 人口 の 10 分 の ] まで 後 兵 で きま す 。 


ます 。 ーー 
武将 名 を クリ ッ ク す れ ば 武将 情報 ウィ ンド ウ を 開く こと が で 
きま す 。 


し ょ うさ いふ じょう 


その 都 国 の 詳細 情報 ウィ ンド ウ を 開く こと が で きま す 。 


みや こ じょう まほ 


者 情報 ウィ ンド ウ を 開く こと が で きま す 。 


この 他 に 、 台 都 国 ご と に 電 コ マン ド と 還 送 隊 コ マン ド が あり ます か 、 
それ ぞ れ 項目 を 設け て あり ます の で 、 そ ちら を 参照 し て 下さ い 。 


ー EE ビン こつ いて 


還 で する と ご ー 
と で は 電 で 行なう コマ ンド に つ し \ て 説明 し ます 。 


軍 コ マン ド を 行なう 場合 は 、 以 下 の 方 法 が あ り ま す 。 


① 軍 ボ タン 
・ 郡 国 情報 ウィ ン ドウ の 軍 ボ タン (Q①⑪①) を 提 し て 、 命令 す る 
電 を 選択 し て 下さ し \W 
p 令 ポタ ン 


きか くだ \ 


・ 地域 類 大 図 上 で 命令 する 軸 を クリ ッ ク し て 軍 情 報 ウ ィ ン ド 
ウ を 開き 、 命 令 ボ タン 《@) を 押し て 実行 する コマ ンド を 
選択 し て 下さ いい 

(既に コマ ンド 名 が リス ト ボ ックス に 表示 され て いる 場合 
に は 、 ボ タン を 押す 必要 は あり ませ ん ん 。) 


Ak sk と に にょ 


* 編 成 ( 郡 国情 報 ウィ ン ドウ の み 可 能 ) 
守備 了 を 軍 に 編成 し ます 。 「 人 金 ・ 兵 糧 ・ 馬 ・ 兵 船 ・ 発 右 事 ・ 衝 車 ・ 
樺 還 」 も 同時 に 編成 し ます 。 
編成 後 、 リ スト ボッ クス 内 に 表示 され る 電 の 文 字 色 か 変化 し ます 。 
箇 は 一 つの 勢力 で べつ まで 持つ こと が で きま す 。 
方 法 ① 編 成 し た い 軍 を 左 ボ タン で クリ ッ ク し ます 。 
⑤ 既 に 編成 し て ある 電 の 場合 に は 編成 コマ ンド を 左 ボ タン で クリ 
ッ ク し ます 。 
③ 直 特 編成 部 締 縛 成 ボタ ン を 却 R タ ン で クリ ッ ク し ます 。 
② つ 武将 編成 は 、 武将 を 左 ボタ ン を 押し な が ら 任 命 し た 官職 まで ド 


MR 


ラッ グ 移 動 ぶ せ て 編成 し ます 。 
5 部 隊 編 成 は 、 兵 ・ < . 過 編 ・ 区 ・ 給 ・ 完 震 重 . 客 午 義 可 


ち に ゅ うり ょ く 


車 を それ ぞ れ 数 値 直入 力 し ます 。 
可 - 村 で 終了 レ ま す 。 


EE STI rr 
1 


第 草 プ コマ ンド ( こつ いて 


へ いす う 


※ 注 意 ・ 馬 カ * 写 数 の 80% 以 上 編成 され て いれ ば 、 そ の 電 は 騎兵 部 | 
隊 に な り ます 。 
水路 ・ 海路 を 移動) し た し 間 合 は 叶 数 分 以上 の 玩 船 を 装 
備 さ せ て 下さ いい 兵 船 ] 供 に 兵 100 和 を 搭載 する こと が 


で きま す 。 兵 船 は 港 の ある 都 国 で 購入 する こと が で きま 
す 。 
・「 衝 還 ・ 雲 簿 車 」 を 装備 し て いる 場合 、 直 直接 攻撃 の 時 に 


効果 が あ り ま す が 、 一 つの で 一 台 づ つ し か 持て ませ ん 。 
・ 兵 | 000 人 に つき 1 日 に 宙 糧 を 消費 し ます 。 兵 得 が D に 


な る こと 、 土 気 や 兵 数 が 大 幅 に 減少 し て いき ます 。 


ふ 行 箇 
電 を 行 電 させ ます 。 軍 は 行 電 目 標 を 指示 すれ ( よ 自動 的 に 行 きす 


く ひょう 


な お 、 行軍 目標 が 他 勢 力 の 城 の 場合 は 戦 年 に な り 、 自 替 力 の 城 の 場合 
移動 こ な り ます 。 


ほう ほう 


万 法 〇 行軍 さ せ た し 還 を 左 ボ タ ン で クリ ッ ク し ます 。 


ら 行 一 コマ ン ド を 左 ボ タン で クリ ッ ク し 、 地 域 拡大 図 上 で 行軍 据 
標 を 同様 に クリ ッ ク し ます 。 

行軍 自 標 が 他 勢 力 の 城 の 場合 、 作 戦記 択 ウィ ンド ウ が 表示 され 
ます の で 、 作 戦 を 左 ボ タン で クリ ッ ク し ます 。 


* 否 で 終了 レ ます 。 


ちゅ う い も く て き ち こう ぐん ふ か の き しょ どう めい ちゅ う せい り ょ く 
※ 注 意 ・ 目 的 H 地 が 行軍 不可 角 お 場 T ( 同 懇 中 の 勢力 の 城 . 海 、 騎 
へ い ゝ た いい ば あい きん ち へ いせ ん あい 


フー 兵 船 を 装備 し て いな い 場 合 の 水路 移 
動 / な ご) は 選択 で きま せん 。 


・ 目的 地 ま で の 距離 が 速 し 場合 や 、 経 路 が 複雑 な 場合 に は 
時 間 が か か る こと が あり ます 。 


・ 作戦 に 関し て は 、「 戦 還 に つい て 」 を 参 史 し て 下さ いい 


第 草 ノ コマ ン ド 【 こつ いて 


ゞ 解 敵 ( 才 国情 報 ウィ ンド ウ の み 古 能 ) = 「 
編成 ー て ある 湯 を 解散 させ ます 。 解散 させ た 場合 、 軍 が 持っ て いた 物 
資 は 郡 国 に 加 委 さ れ ます 。 


(る う ぼ っ う 


万 法 〇 解散 させ た し 軍 を 左 ボ タン で リッ シン し ます 。 
ら 解 散 コ マン ド を 左 ボ タン で クリ ッ ク し ます 。 


し ゅ う リ りょう 


③ 可 ・ 知 で 終了 し ます 。 


ちゆ う \ ゝ と 叶 ん 條 なべ せ ナ 


※: 注 意 の 都 屋 の 物資 ご 合せ て 訂 穴 人 
Ho よ つら 5Pg 和 か 
華 さ れ ま す 。 牧 導 は 最大 所 人 F は 探 有 で きま ませ ん 。) 


ふ 待 機 ( 軍 情 報 ウ ィ ン ド ウ の み 可 能 ) 

待機 コマ ンド は 、 行軍 中 の 軍 に 対し て 行ない ます 。 

これ は 、 軍 情報 ウィ ンド ウ の 命令 で 選択 する こと が で きま す 。 
待機 させ た 場合 、 次 に 命令 が ある まで その 場 で 待機 し 続け ます 。 


ほ うほ う ぐん ちゅ う 


方 法 ① 行 寺 中 の 電 を 地 大 区 上 で 左 ボ タ ン で クリ ッ ク し ます 。 
ら 軍 情報 ウ ィ ン ドウ の 命令 を 左 ボ タ ン で クリ ッ ク し ます 。 
③ 待 機 コ マン ド を 左 ボ タン で クリ ッ ク し ます 。 


(コマ ンド を 選択 し た 時 点 で 終了 し 、 待 機 に 入り ます 。) 


待機 し て いる 間 モ も 覆 を 消費 し ます 。 


再び 行軍 させ た い 場合 に は 、 電 情報 ウィ ンド ウ の 命令 で 
行軍 を 設定 し 直し て 下さ い 


し ょ う だ な ト す 6 あつ 


で 武 香草 情 報 ウィ ンド ウ の み 可 能 ) 

す 。 

武 圭 名 を クリ ッ ク す れ ば 、 武 将 情報 ウィ ンド ウ を 開く こと が 
で きま す 。 


ンコ イデ ド ( AA 


ゆ そう た だ たい 


輸送 際 で する ここ と ー 
Td ここ で は 還 : 送 隊 で 行なう コマ ンド に つ し \ て 説明 し ます 。 
博美 隊 コ マン ド を 行なう 場合 は 、 以 下 の 方 法 が あり ます 。 


ゆ そう た い | 
① 輸 送 隊 ボタ ン 
も Aree も だ は 3 
"に. ・ 妊 | 情報 フウ イン い 「 フ の 輸 送 隊 ボ タン ((Q) を 拓 し て 、 癌 1 ~ ロ 
千明!| する 輸送 隊 を 選択 し て 下さ い 。 


うだ た いふ うじ ょ う 【 


ー・ 和 暫 < 和夫 衣 を クリ ッ ク し て 上 
ウィ ンド ウ を 開き 、 命 令 ボ タン 《⑧@) を 押し て 実行 する コ 
マン ド を 選択 し て 下さ ごい 

(既に コマ ンド 名 が リス ト ボ ックス に 表示 され て いる 場合 は 、 

ボタ ン を 押す 必要 は あり ませ ん 。) 


せ い ぐん こく じょう ほう 


* 編 成 【 都 還 情報 ウィ ンド ウ の み 可 能 ) 


うん ば ん 


他 の 郡 国 に 運搬 する 物資 を 輸送 隊 に 編成 し ます 。 武 哲 を 編成 し て 移動 
させ る こと も で きま す 。 
編成 後 、 リ スト ボッ クス 内 に 表示 され る 輸送 隊 の 文字 色 が 変化 し ます 。 


ぁ そう た な v 


輔 層 記 は ー つ の 勢力 で べつ まで 持つ こと が で きま す 。 
方 法 ① 編 成 し た 較 送 隊 を 左 ボ タ ン で クリ ッ ク し ます 。 
@⑤ 既 に 編成 し て ある 輸送 隊 の 場合 に は 編成 コマ ンド を 左 ボ タン で 
クリ ッ ク し ます 。 
③ 武 持 編成 ・ 部 隊 編 成 ボ タン を 左 ボ タン で クリ ッ ク し ます 。 
の 武 折 編 成 は 、 武 圭 を 左 ボ タン を 押し な が ら 編 成す る 輸送 隊 ま で 
EE 


は っ つっ せき し ょ ゃ や し ょ うし ょ や 


ら 部 隊 編 成 は 、「 兵 士 ・ 金 兵糧 ・ 馬 ・ 発 石 車 ・ 条 車 ・ 
それ ぞ れ 数 値 入力 し ます 。 
⑤ 可 ・ 否 で 終了 し ます 。 
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水路 以外 ) 


上 ・ 還 


ん 


< て さ し 
リッ 
電 の 城 、 
ぜん め つ 


第 3 章 プ コマ ンド (| 


。 も 
p 直 
[ : 」 も と 
| ] LN 』 
<1 W mr… ト ュ ) ど O ^ J 才 
っ せ Th y 9 SPIEPSISIESIW コ 。NH: 2 - つ 
| っ 上 上 国 旧 還 欄 3 っ 呈 、 ャ 
“ > 較 還 本 思 庫 者 N 
せ 「 * も 「 f リ ア 
り / 届 條 還 較 還 上 | 4 / 6D “ ーー 
r 一 NN > 上 国選 較 | LA MM | ) 
O テ <! fd ま 『 計 世 に ヨ 引 ) 
[ 3 
ピ て に | 5 ここ D 遼 = 
li ロ | | J ド 0 
aa 「 ( )] 
1 
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| 
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ーー 


タン で クリ ッ ク し ます 。 


し ろ 


せる 輸送 隊 を 編成 する 場合 は 、 部 隊 編 成 の み 行 な 


っ て 下 し \ ぃ 


で は 
ませ ん ん 。) 
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せま す 。 
ンド を 左 


ウズ ん 


し ゅ ゆう りょう 


〇 ) ロ 和 本 で 終了 し レ ます 。 


いい ず じょう 


に 
チェ 
= ェ ー 


1 ビザ /mw 輸送 隊 を 7 


せん た く 


う ぐん ちゅう 


・ 行 軍 中 に 攻撃 科 受 けた 場 


ひ 


ゆ そう た い 
博 h 天 | 

ゆ そう た い 

も く て き ち 

いち ば ん ちか 

一 番 近 い 城 


・ 円 
ー 


ぞう えん 
ゆ そう 
ち いき か く 


時 n 天 、 】 財 援 の ご ちら か を 選択 し て 


カカ * 


ちゆ ゅ ゆう し 
主意 


ノレ 


Fi 


ht 


中 


を な こつ いて 


ゆ そう 


軸 送 と 電 拉 に つい て 
行軍 で は 、 輸 送 と 増援 の ら 通 り の 選択 が で きま す 。 


ゝ さん 


解 前 する まで 、 武 持 お よび 物資 は 都 国 に 加 息 され ませ ん 。。 


* い きん lr 3 


H 重 胃 人 に 解 閉 久 し て 増 援 を 行い ます 。 


第 3 草 ノ コマ ンド トド こつ いて 


だ Ac sn は まう 


> 解 前 ( 都 国情 報 ウ ィ ン ドウ の み 可 能 ) ー 
編成 し て ある 輸送 隊 を 解散 させ ます 。 解散 させ た 場合 、 夫 > 送 隊 が 持っ 
て し た 物資 は 者 国 に カ 1 息 さ れ ま す 。 
方 法 ① 前 境 X さ せ た し 電送 隊 を 左 ボ タ ン で クリ ッ ク し ます 。 
ど 郊 婦 コ マン ド を 左 ボ タン で クリ ッ ク し ます 。 
③ 可 ・ 和 否 で 終了 し ます 。 


※ 注 意 ・ 解 散 さ せ た 博 隊 の 物資 その の 牧 員 と きる わせ て 


夫人 有数 XF に な る よう な 場合 に は 、 越 えた 分 は 自生 
的 に 廃棄 され ます 。 (物資 は 最大 保有 数 以上 は 保有 で きま 
せん 。) 


そう た いじ ビ じょう ほう 


< > 待 模 (輸送 隊 情 報 ウ ィ ン ド ウ の み 可 能 ) 
待機 コマ ンド は 行軍 中 の 二 送 隊 に 対し て 行ない ます 。 
待機 コマ ン ド は 、 軸 : 送 隊 情 報 ウ ィ ン ド ウ で 選択 する ご と が で きま す 。 
待機 させ た 場合 、 次 に 命令 が か ある まで その 場 で 待機 し 続け ます 。 
方 法 〇 行軍 中 の 輸送 隊 を 地 明 誠 大 区 上 で 左 ボ タ ン で クリ ッ ク し ます 。 
らら 電送 隊 情 報 ウ ィ ン ド ウ の 命令 を 左 ボ タン で クリ ッ ク し ます 。 
③ 待 機 コ マン ド を 左 ボ タン で クリ ッ ク し ます 。 


(コマ ンド を 選択 し た 時 点 で 終了 し 、 待 機 に 入り ます 。) 


ちゅ う いふ ゝ た い ゝ き あい だ だ ひょう ろう し ょ う ひ 
※: 圭 意 生 尼 し て いる 間 も 兵 糧 を 消費 し ます 。 
ふた た こう ぐん 「 ば あい ゆ そう だ た いじ ょ うほ う めい れい 
再び 行軍 ご せ た い 場合 は 、 暫 jj 午 張 請 報 ウ ィ インド ウ の 部 信 
こう ぐん せっ て い な お くだ 
で 行軍 を 設定 し 直し て 下 ご い ^。 


そう た いじ ビ じょう ほう 
厚 


ぶ 起 特 (輸送 隊 情 報 ウ ィ ン ド ウ の み 可 能 ) 
ロロ] その 輸送 隊 に 所 属し て し \ る 武 持 名 が リス ト ボ ッ クス に 表示 され 


ャ う ビ じょう 


中 宝 四 ます 。 武 圭 名 を クリ ッ ク す れ (ば 想 洗 情報 ウィ ンド ウ を 開く こと 
が で きま す 。 


だ い ! せん と う 
第 4 音 戦 語 こつ いて 


に つい て 


ここ で は 湯 呈 に 関す る こと を 説明 し ます 。 


せん と う 


軍 と 守備 隊 に つい て 
天 舞 スピ リ ッ ツ に お いて 、 兵 は 「 箇 」 こ ご 「 守 備 隊 」 に 分 けら れ て いま 


じ つ っ し つて 


す が 、5 画 89 に は 兵 が 軍 に 編成 され て いる か 、 され て いな いか 、 ご と い ラ 
違い だ け で す 。 一 つの 勢力 は 最大 軍 ま で 持つ こと が で き 、 各 城 に は 守 
備 隊 を 持つ こと が で きま す 。 

軍 は 総 大 特 で ある 各 将 電 の 下 に 部 隊長 の 雑 号 特 還 参謀 長 の 軍師 、 参 


Tr ー コ 定員 が 定め られ て いま す 。 た だ し 、 
諸侯 を 軍 に 編成 し た 場合 は 、 必 ず 総 大 特に 編成 され ます 。 


ぐ ん こう せい 


き の 構 


大 将軍 (第 ] 軍 絵 大 将 ) 
本 守 軍 (第 ら 軍 続 大 半 ) 
車 交 守 守 軍 ( 第 d 軍 絵 大 将 ) 
偶 半 軍 (第 4 軍 総 大将 ) 
月 叶 軍 (第 ら 軍 絵 大 将 ) 
後 将軍 (第 B 軍 総 大 将 ) 


meme 1 


車 課 祭 酒 ( 説 ) 員 ビ 晴 


士気 に つい て 
還 、 ぎ 信 民 に は それ ぞ れ 土気 が あり ます 。 土気 は その 電 の 戦 語 能 力 に 
影響 を 与え ます 。 


ぐん こく へ ん 


通常 の 部 還 で 編成 し た 場 滞 に は 土気 気 が B0 ま で に し か な り ま せん が 、 夷 


こく 


釣 の し る 都 国 で 編成 し た 場 易 合 、 その の 土気 は IOO に な り ま す 。 な お 、 


諸侯 を 田 に 編成 し た 場 合 に は 、 その 軍 の 土気 に gD 加 外さ れ ま す 。 
土気 は 戦闘 を 行なう と 減少 し ます が 、 城 の 中 に いる こと で 回 復 し ます 。 


第 4 草 / 戦 闘 に つい て 


きく せん 


作戦 に つい て 
て ん _。 せん と う じ 。 せん たく きさく せん エ た きく せん へ ん 
「 天 舞 ス ピリ ッ ツ ツ 」 に は 、 単 坦 敢 寺 に 選択 で きる 作戦 が つと 、 作戦 変 
5 人 ド 生ん たく きさく せん ひと よう い 
画 H 時 に 選択 で きる 作戦 が 一 つ 用 意 ご れ て いま す 。 


くん 笠 つ こう ば げ 


!. 直接 攻撃 
e 城 を 力 攻め する こと で す 。 英 の 守備 隊 が *D、 も し く は 敵 の 城 に いる 軍 


の 兵 が り に な れ ば 勝利 で す 。 作戦 変更 の 「 強 衣 」 と 同じ で す 。 
e 城 を 申 こし た 場合 は 「 占 領 」 と 表示 され ます 。 


ちょ う 攻 ほう 


Il. 球 期 名 下 | 

e 無明 限 に 敵 城 を 包 独 する こと で す 。 包囲 は 自軍 の 兵力 が 包 講 す る 城 の 
兵力 の ど 倍 以上 ある 時 に 選択 する こと が で きま す 。 敵 の 土気 が D に な 
れ ば 勝利 で す 。 

e 城 を 落 こ し た 時 は 「 落 城 」 と 表示 され ます 。 

e 刀 独 べ れ て いる 最 中 に ら 月 日 月 の 税収 を 迎え た 城 は 、 税 収 が 平時 の 
4 分 の 1 に な り ま す 。 


を 1 っ に 
呈 名 ) 古 
ほう い つう せん だ た く 


e 長期 包囲 中 の 軍 が 作戦 変更 を 選択 し た 時 に し か 選択 で きま せん 。 


* 勧 告 は 敵 の 土気 を 減少 させ る 効果 が あり ます 。 


も うー を も ゝ し ゅ ぼう り ょ く 


うっ の うり 。 
ーッ の 策謀 能 乙 


e 角 ) 寺 成功 レ た 場合 の 効果 は 、 総 大 特 ・ 電 師 ・ 
使用 経費 で 決ま り ま す 。 
e 勧告 を 選択 し て も 、 1 の ま 半 わり お は 


e 希有 告 に よっ て 士気 巡 ソ )、 り に な っ た 場合 に も 、 「 誠 誠 と 表示 され ます 。 


系 4 章 プ 戦闘 に つい て 


作戦 変更 
他 勢力 と 戦 年 中 の 軍 や 戦闘 する た め に 行軍 し て いる 軍 に 対し て 命令 す 
る こと が で きま す 。 作戦 に は 強 豚 ・ 包 囲 ・ 告 が あり 、 強 襲 ・ 勧 告 は 長 
期 名 中 の 二 が 、 名 包 腹 は 直接 攻撃 中 の 還 が 選択 する こと が で きま す 。 
勧告 と は 包囲 中 の 電 に 対し て 行ない 、 英 の 士気 を 減少 させ る 効果 を 持 
ち ま す 。 な お 、 強 襲 は 直接 攻撃 と 同じ で す 。 


強襲 ・ 包 囲 
方 法 ① 作 幸 変 更 ぐ させ た い 宴 を 、 地域 拡大 図 上 で 左 ク リッ ク し 、 電 情報 
ウィ ンド ウ を 開き ます 。 


@ 作 戦 変 更 コ マン ド を 左 ク リッ ク し 、 新 し い 作 戦 を 左 ク リッ クレ 
て 選択 し ます 。 (新しい 作戦 を 選択 し た 時 点 で 終了 し 、 作 戦 を 選 
択 し ます 。) 


ゝ ちょ う き ほう いい ちゅ う うほ う 


方 法 で ① 現 在 長期 名 痢 中 の 軍 を 、 HB 域 拡 大 欧 上 で 左 ク リッ ク し 、 軍 情報 


ウィ ンド ウ を 開き ます 。 
@⑤ 作 戦 変 更 コ マン ド を 左 ク リッ ク し 、 勧告 を 左 ク リッ ク し ます 。 
使用 経費 を 入力 し ます 。 


の 可 "= 友 で 終了 し レ し ます 。 


※ 注 意 * 告 大 肌 中 の 主 し か 選択 で きま せん 。 


衝 し ます 。 


あー ンー こつ いて 


ひょう ろう 
こう ぐん ちゅ う せん と うつ ちゅ う 


行 電 中 や 旧 電 rh の 還 隊 や 、 史 を 運搬 レ て し いる 輸送 隊 は 兵 を 消 医 
す 。 据 覆 が D に な る と 土気 や 異 が 大 幅 に 減少 し ます 。 十 気 の 減少 は 、 二 


の 攻撃 力 や 防御 力 の 減少 に つなが る の で 注意 し て 下さ し 和 
車 隊 は 一 日 に 舌 000 人 に つき ] 穫 覆 を 消費 し ます 。 名 計 され て いる 城 


ヨ に 兵 ] 000 人 に つき ] 覆 を \ 肖 旨 し ます 。 


F む で な い 城 で は 、 1 月 ご と に 守備 雇 数 X500 分 の 1 を 消費 し ます 。 


その 城 に 屯田 が あれ ば 、 消 費 量 は 半分 (守備 兵 数 メ 1000 分 の 1 ) で 済み 
ます 。 


ちょ くせ つっ こう け げ そう ほほ 


肉 を する と 帳 電 英二 の 双方 に 戦死 者 が で る 場合 が あり ます 。 
記 期 名 Bi の 坦 る 合 に は 、 戦 2E 者 は で ませ ん 。 

ーー 戦闘 を し て 全滅 し た 場 喝 合 、 そ の 電 の 武将 で 戦死 し な か っ た 者 
き s し \ 自 勢力 の 城 に 逃げ 込み ます 。 


生ん を 
末 者 5 


せい り ょ く な い 


都 を 区 め 落 こぶ れ た 場合 に は 、 自 勢力 内 の ご どこ か の 都 国 に 自動 的 に 乱 
者 し ます 。 


芝 ん な だ なく だ う 


、 見 る を 選択 する と "戦闘 フィ ー ル ド . と 呼ば 


た せい り ょ く たい こう ば げ あ 


た 


、 他 勢力 の 城 こ 対し て 攻撃 を 仕掛 けた 時 。 こ ご 


た た か 


の 場合 、 相 手 の 城 を 落 こ す た め に 戦 し いま る 
5 うえ ャ > ん せい り ょ く て きく ぐん こう げき と き ば 
(防衛 更 】…… あ な た の 勢力 か ら の 攻撃 を 受け た 時 。 こ の 場 


あい 。 み か た て きぐ ん 鶴 2 き く 


し ろ 


い L 上 め 


ち 護 う \ ゝ きく せん せん た 


※ 注 意 ・ 作 戦 選 択 の 


1 


っ nh 


じょう き 講 析 (に つつ し \ て は 、 次 ペー ジ 以 降 で 説明 し ます 。 
く だ 


四 ら し 合わ せな が ら ご らん 下さ いし > 


喝 4 章 プ 戦闘 に つい て 


ぶ た \ ゝ へ ん せい 


部 隊 編 成 ー 
単 電車 区 は 「 衝 還 ・ 村 欄 ・ 発 石 ・ 騎 馬 ・ 歩 評 ,」 の いずれ か を 選択 で き 
ます 。 
編成 ィ ン ド ウ で 部 隊 を 編成 し ます 。 
① 宮 部 隊 の 武将 の 配属 は 自動 的 に 決定 され ます 。 
絶大 特 と 軍師 は 必ず 第 ] 部 隊 に 所 属さ れ 、 変 更 で きま せん 。 
ど 呈 士 は 各部 隊 に 自動 的 に 配分 され ます 。 
部 の 最大 叶 士 数 は 「※ 配 」 に よっ て 決定 され ます 。 
配分 し きれ な か っ つた 兵 E 土 は 予備 晃 力 に な り ま す 。 
箇 車 、 雲 様 車 、 発 右 車 」 を いずれ か の 部 隊 に 配備 し て くだ さい 。 
は 攻撃 に 、 発 大 車 は 防御 に 使用 で きま す 。 
無い 場合 は パス され ます 。 
の 騎馬 部 隊 に する 部 隊 を 決定 し て くだ さい 。 た だ し 、 部隊 内 の 兵士 数 分 
の 馬 が 必要 と な り ま す 。 
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曳 4 章 / 戦闘 に つい て 


(さい ち 


各 前 隊 は マッ プ 上 に 自動 配置 され ます 。 攻撃 側 は 手前 に 配置 され ます 。 
防御 側 は 、 城 璧 の 奥 に 配置 され ます 。 


ぼう き ょ が わ は い ち 


僅 側 本 置 ラ イン 


じょう へ 、 き 


こう げき が わ 
芝 撃 側 
(よい ち 


還 寺 フラ イン 


ビ ょ うな い 


jpM 生 ラフ イン 
@ ぢ 城壁 ラ イン 
③ 最 前 烈 ラ イン 
の 前 多 | ラ イン 
⑤ 総 列 ラ イン 


め D り し ゝ れい ゝ 
ーー 


- つ >、 
ロコ 


2 こ 王 た い ゝ _ だ い めい いれ し い ゝ AS 相 、 xx アナ >V ゝ めい いれ し いい 、 
宮 人 衣 に 対し て PD や を 2 し て くだ さ し 部 隊 は 病 甘 に し た が つて 
し こう げき 財 ろ は ん だ ん じ つ っ こう 


移 重 、 攻撃 な ご を 自動 的 に 半 記 し て 実 ィ レ ます 。 


し き と っ た る | 0 たい きゃ 


自動 交 に 退却 に な り ま す 。 
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昌 4 草 / 戦 闘 に つい て 


せん と うか いい ヽ し 


江 同 開始 ーー 
遇 令 が 決っ た ら (決定 ) を 左 ク リッ ク し て くだ さい 。 戦 開始 で す 。 


ぶ だ た だい 


各部 本 令 に レ た が つて プ アル タイ ム に 行動 し レ し ます 。 
の 部 隊 の 語 令 を 変更 し た し 瘍 合 は ( 命 ) を 左 ク リッ ク し て くだ さい > 
* 部 隊 に 予備 を 投入 レ た し 場合 は ( 投 ) を 左 ク リッ ク し て くだ さい > 


* 様 々 な 情報 を 参 * 申 し た し 場合 は ( 惜 ) を 左 ク リッ ク し て くだ さい へ 
う ば あい KK だ っ し ゆ ゅ どう ひだ り 
e 自動 埋 開 (に し た い \ 場 合 は (自動 手動) を 左 ク リッ ク し て < くだ さい へ 


予備 に つい て 

部 隊 編 成 で 部 隊 に 配分 し きれ な か っ た 奈 り の 笑 力 は 予備 こし て 温 量 存 ご 
れ で て いま す 。 と れ は 次 の 「 予 備 投入 、 に よっ て 傷つい た 部 隊 へ 補充 す る 
ー と が で きま す 。 


Er 


予備 投入 


て た さい きり よく 


予備 呈 力 を 戦闘 に 参加 させ ます 。 予備 投入 は 日 の 戦 語 で 1 回 し か で 


で ませ ん 。 投入 ウィ ンド ウ で 、 ど ご の 部 隊 に どれ だ け の 兵士 を 投入 する か 
決定 し て くだ さい 。 


に 


レコ 
ま U 


= に = = ーー や ーー ボ ・ 1 


「 


者 | ノノ COTOTOT※ TXT 


第 4 章 / 乾 間 こつ いて 


報 参 照 
部 隊 、 武 将 な どの 情報 を 見 ます 。 


AT SN RSS ) 
・ し た 3 ( の H イ = 


に ち け \ 


1 細 過 し て も 勝 敷 決まら な か っ た 時 は 、 mg 
攻撃 信 ! の 軍 に 長期 包囲 する だ け の 兵力 が 残っ て いる と き は 、 攻撃 $ 
に 邊 和 39 に の り 音 えま す 。 過 と きる だ け の お がい 
ご に ( よ 、 その 場所 で 待機 に な り ま す 。 

後日 、 改 め て 戦 語 する か 、 一 時 搬 太 する か 、 そ の まま 長期 包囲 する か 、 
決定 し て 下さ い 。 一 般 的 に は 、 戦 還 で 呈 力 の 減っ た 軍 や 土気 が 低下 し た 


sS り よく に * ゝ りく じゅ う 


時 は 、 自 勢力 の 城 で 兵力 の 補充 と 土気 の 回 復 を 行う 必要 が あり ます 。 


めい いれ いい へ ん 


自動 ノ 学 動 ) アイ コン を 「 直 動 」 に する と 、 ] ター ン ご と の 語 令 変 
更 の 確認 が 自動 的 に パス され て 、 そ の まま の 命令 で 戦闘 を 続行 し ます 。 
大 兵力 で 小さ い 城 を 攻め て いる と き な ど ご 、 命令 変更 が 必要 無い こき は 
自動 」 に し て お く と 便利 で す 。 


と うに ゅ う 3 じょう ほう さん 


自動 状態 で も 通常 どおり 語 令 変更 予 介 多 授 入 、 情報 参照 の アイ コ 
ン は 受け 付け て し \ ま す の で ぐ で 、 危な く な っ つた こと ぎ に こも すばやく 寺 応 で きま 
:- 


第 4 章 / 戦 闘 に つい て 


ーーーー 一 畔 悦 委 ケ 人 科 一 ーーーーー 


その 1 「 戦 力 を 集め ろ /』 

兵力 を 分 | ルー 9 し 細 を し \ く つも 編成 す る より 、 ー つ の 電 に こ 多 多く の 将兵 
を 集中 し た 方 が 有利 に 戦闘 を 進め られ ます 。 

英 の 城 を 落と す に は 、 少 な く と も 敵 の 兵力 の ら ー5 倍 の 兵力 を 集め る 
こと か 必要 で す 。 


その ら 「 武 将 を 活用 せよ /. 

勇 な 武将 が い 部隊 1 同位 も の 数 を 持つ 部 隊 こ も 互角 こ 戦う っ ご こと 
が で きま す 。 兵 数 が 互角 な ら ば 、 武 将 の 優劣 か 勝敗 を 分 ける と いっ て も 
過言 言 で は あり ませ ん 。 


その コ 「 士 気 を 維持 せよ / コ 

十 気 | は 攻撃 匠 仙 の 両方 に 関係 レ ま す 。 英 の 城 へ の 区 軸 土気 の 高い 
電 で 行ない 、 填 気 が 低下 し た 軍 は 速やか に 自分 の 城 で 回 復 さ せ て くだ さ ご 
し 


その 4「 軍 師 を を 軽 ん ずる な /」 
戦闘 に よる 被害 は 起 像 以上 に 大 き な も の で す 。 雷 師 や 軍 課 祭 酒 は あま 
の 自立 た な い 存 在 で す が 、 その 「 来 配 」 は 被害 を 減ら し ます 。 
軍師 の いる 軍 と こい ない 軍 で は 、 部 隊 の 損害 に 大 き な 違 い が 出 ます 。 


その 5 「 戦 局 を 見 極め ろ ノ ュ ーー 
単 電 の 結果 (は 、 兵 数 、 武 将 能力 、 土 気 な どか ら あ る 程度 予想 で きま す 。 
不利 な 場合 は も ちろ ん 、 勝 て て も 被害 が 大 きい 場合 な ど は 、 取 り 返 し の 


ひ が い 。 まま し り ぞ 「 ーー ぶな ん 
つか な い 被 害 を 受け る 前 に 、 い っ た ん 良い た ほ つ が 無難 で す 。 
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その B を 所 有 し て い る 勢 労 の 多 前 を 仁 し ます 。 


_ 諸 秘 その 痢 を 請 震 し て し る 拉 和 の 航 席 し ます 。 


その 勃 訪 に 単 癌 が いる 場合 、 その 時 徐 の 名 前 を 


あら わ 


で ん こく めい 。 ぁ ら の 


r< レ ます 。 


せい り ょ く 


その 上 3 の 成人 を 0 か ら 100 ま で の 康 條 で 襲 した 
も の で 、 こ ご の 値 が 高い ほど 外交 の 成功 率 が 高 < 
の りあ チ メ 


ET 


yk 


| 9 NSC や n 、 wu し そう で ん に < く 、 Lw ぴ ku 
= の 勢力 に 所 属す る の 思 寺 数 と 者 還 FT 備 
と うけ り ぃ い 「 - あらわ 


、 | の 2 計 棒 表 し ます 。 


そう け v あら われ 


鈴 注 に が に アー 


友好 度 | 他 勢力 が 邊 勢 坊 に 対 し て 搭 いて 名 家 を 0 か 
NNNNN、 の 数 人 NT IS SS や 
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くん こう 


ぢ @ 者 に 国 デ ー タ 


その 大 六 悦 す る 部 還 の 名 前 を 千 し ます 。 


_ あ 徐 | その を 六 逢 する 茸 の 名 秀 々 仁 し ます 。 


その 郡 早 を 浴 3 め の て し \ る 牙 長 の 名 前 を 表し ます 。 


その 部 国 の 寺 備 計 胡 の 名 前 を 朋 し ます 。 


9 | 人 ま で 増加 ー ます 。 


その 都 国 カ * 保 有 ン て し ヽ る 等 備 隊 の 人 数 を 千 し て 
お り 、0 か ら 最 大 100 万 人 まで 保有 す る こと が で 
さま す 。 


その 部 国 の 守備 邊 の 土 を 千 し ます 。 氏 夫 の 上 


| | 気 / 節 大 士気 、 と 表示 され ます 。 


その 閣 還 の 時 。ー 放 フ 


その 緒 国 が 保 害 し て いる 写 盤 を 千 し とおり 、 ロ 
か ら 最 大 5 方 まで 持つ こと が で きま す 。 

その 郡 国 の 総合 的 た 小さ い 詞 から い ・ 
・ 大 ・ 時 の 四 答 階 で 表し て いま す 。 坊 光 模 は 、 


【 ぼ まう 寺 より ょ く へ 、\ ふ 3 生 せい ぞう 


| | 城 の 防 入 力 や 兵器 の 製造 に 影響 し ます 。 


ちゆ 


CA さく 


その 凍 還 の 当 肖 の 有無 を 千 し こい ます 。 潮 塁 か 
ある と 、 そ の 郡 国 の 人 口 増加 率 が ら 倍 に な り ま 
す 。 


その 部 国 の 港 の 有無 を 裳 し て ます 。 兵 船 は 港 
の ある 郡 国 で の 2 早 入 


唱 入 する ご RS C こ 7 en- 


デー タ の 石 下 に ある 
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昌 5 草 プ その 他 


- 人 あら われ 


| 師 の ) 前 を 付 し ます 。 


の 吉 治 能力 を 1 か ら 16 の 数 休 で 壮 し て いま 


起 特 の 敵 多 さ と 個人 的 な な 戦 年 方 を 1 か ら 10 
値 ど 表し て いま す 。 
IT 0 | 吉 特 の 大 簡 計 
半 還 NN 、 し キキ す 。 
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し ろ | | あら われ 


その 武 幸 か 本 劉 し て る 城 の * ra 
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その 武将 が 現 あ し \ て し や 置 を 表 代 し ます 。 


Jr ls 


EE 


ーー 0 ーー NN NRN 


*1 TFT 


ー 
人 時 


StrLT エ ェ 


キ 


- げん ぎ い * 


Th 

TL に 
5 6 則 Lt 
ThT 1 †3 ょ 1 

時 還 


上 い 


NH HE 


上 ょ うた 


移 9 ) し て いる 状態 で す 。 
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W PF1 


ず う き ょ こう か くん ば し ょ じ A ど あ い こつ フ か 


防御 克 果 と は 、 軍 が その 場所 に 陣 取 っ て 戦っ た 場合 の 効果 


チー W っ) げん し よ ! 


で 、 こ れ が 高い ほど ご 軍 の 受け る ダメ ー ー ジ は 減 し ます 。 
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F 提 1 


OR 


アド バイ ス 

天 舞 スピ リッ ツ 」 を 始め て プレ イ し て 、 ご どう し て も うま くい か な い 方 
の た め に 、 ゲ ー ム の ポイ ント を 紹介 し ます 。 

ボ イ ント ] 文官 の 任命 

自 勢力 が 小さ い 時 に は 、 政治 力 の 高い 武将 を 中 央 文 包 と し て より も 、 
地方 官 と し て 任命 し た 方 が 効率 的 で す 。 

中 央 文 家 は 自 勢力 の 全て の 郡 国 の 一 定 の / パラ メー タ に 、 地 方 官 は その 
部 国 ( の 全て の / パラ メー タ に 影響 を 与え る の で 、 自 勢 力 の 孝 国 が 少な い 時 
に は 特定 定 の 郡 国 に 能力 の 高い 武 持 を 一 点 集 中 し た 方 が パラ メー タ の 伸び 
率 が 高い の で す 。 


ポイ ント ら 血統 

一 族 の 長 (親等 ) が 配下 に し る と 、 その 咽 統 の 未成 年 武 圭 は 、 成 年 
に 達する と その 都 に 配下 武 絆 と し て 登場 し ます 。 

で すか ら 、 先 を 見 越し て 一 族 の 長 を 配下 に し て お け ば 、 有 能 な 武 閣 を 
労 は ず し て 配下 に する こと が で きま す 。 


た 。 へ ん 性 \ ゝ 


ポイ ント 引 軍 編 成 

普通 の 者 国 で 軍 の 編成 を 行なっ て も 土気 が 80 に し か な り ま せん が 、 和 
放 の いる 郡 国 で 行なえ ば 土気 は 109 に な り ま す 。 

な お 、 諸侯 が 総 大 特 と し て 編成 され て し る 軍 に は 、 土気 に 特別 に P0 が 
加算 され ます 。 土気 が 高い まほ ご 味 方 の 草 の 攻撃 力 が 増し 、 か つ 、 受 ける 
ho ー ジ が 減少 し ます 。 

文 攻 内 力 の 高い 軍 に し た U 場合 に は 、 武 田 の 高い 武将 を 総 大 特に 住 
病 し 、 他 の 武勇 の 高い 武将 を 順に 雑 号 将 軍 に 任命 し 、 防 御 力 の 高い 軍 に 
し た い 場 合 に は 、 菜 配 の 山 哉 将 を 総 大 将 に 任命 し 、 他 の 来 配 の 高い 武 


守 を 順に 軍師 ・ 電 課 祭 酒 に 任命 すれ ば 良い の で す 。 


さく せん 


ボ イ ン 的 4 作戦 ' | 
品 科 の 数 が 不 足し て \ る 場合 や 、 他 替 力 に 所 属す る 有 能 な 武将 を ご う 
し て も 手 に 入れ た い 場 合 な ご に は 、 長期 名 狼 」 を 月 い た 方 が 有効 で す 。 
と いう の も 、 を かけ に 自軍 、 届 軍 の 双方 に 戦死 者 
が で る 可能 性 が あり 、 地 期 名 の 場合 に は 、 戦 多 者 も 兵士 の 名 舌 も 無い 
か ら で す 。 特に 、 少 な し 上 数 の 敵 の 軍隊 が * し て し \ る 城 を 攻め 藩 落と し 


E あい ー だ た か か くり つ 
た 場合 に は 、 高 い 


まさ = で その 瑞 の 電 隊 | こ 所 属し て し \ た 武将 は 戦死 し て し 
まい ます 。 


ちょ う 


20 


し た ンー 


ゆう の う 


能 な 武将 は 大 切 に し な けれ ば 、 そ れ だ け 統 一 が 遅れ て し まい ます 。 
メ 、 長 期 名 講 中 に 動 告 を 用 いて 敵 の 土気 を 落と せ ば 、 敵 の 落 外 、 隆 伏 
も 早まり ます 。 
作戦 の 使い 方 に は 決ま っ た も の が あり ませ ん の で 、 色 人 々 と 試し て みて 
下さ い 。 


ポイ ント 5 城 に お いて ' 
敵 が 城 に 攻め て きた 場合 に は 、 電 を 編成 し て 城 の 上 で 迎え 撃つ の が 得 
策 で す 。 城 の 守備 隊 は 防御 力 が 低い の で 軍 に 編成 し た 方 が 有利 な の で す 。 
又 、 太 守 は 守備 隊 の 守備 力 に 影響 を 与え る の で 、 前 線 の 城 で は 武 遂 と 
来 配 の 高い 武将 を 太守 や 都 尉 に 任 8 績 し て お け は 、 守備 力 が 高く な る の こと 
同 計 に 、 攻 め られ た 時 や 相手 の 評 を 笑 突き た い 時 に 強い 軍 を 編成 で き て 便 


利 ] で す 。 


ボイン ト B 物価 
物 面 は 州 ご と に 違 が あり 、 馬 は 北方 で 、 兵 和 は 南 万 で 購入 し た 方 が 


安く 手 に 入り ます 。 兵器 の 製造 費用 も 、 城 規模 が 高い 城 の 方 が 安く て 済 
み ま す 。 


ポイ ント フ 忠 田 

者 国 に お いて 中 田 が 行なわ れる と 、 そ の 都 国 の 人 口 瑞 加 率 が ら 倍 に な 
の 、 収 入 徴 据 の 量 が 多く な り ま す 。 

嘱 田 は 、「 諸 侯 ・ 司 徒 ・ 大 尉 ・ 司 空 ・ 大 司 農 ・ 大 司 農 来 こ -、 そ の 郡 国 の 


いし ゆ じ ょ う に 


太守 ・ 太 寺 来 」 の 政治 の 合計 が 約 I00 以 上 に な る と 実行 され ます 。 
か あし その 郡 国 が 他 圭 力 に 奪わ れ た 場合 に (は よ 、 中 田 | よ 無 < な りり ま すさ し 。 


ひょう ろう 


ポイ ント 兵糧 


天 舞 スピ リッ ツ で は 、 城 が 電 ・ 守 備 隊 を 持っ て いる 場合 、 も し く は 草 
・ 輸送 隊 が 行軍 する 場合 に 評 糧 必要 (に な り ま す 。 


兵糧 は ] ー つ さ 1 日 1000 人 分 を まかない ます 。 
な よる や ご 、 兵 と 土気 朱 が どん どん 減少 し て いき ます 。 


挟 糧 は 、 月 こら 月 の 税収 ご 微 発 以外 に 入手 する 方 法 が あり ませ ん 


無駄 な 行動 は し な い 方 が 覧 明 で す 。 


* ち 款 か い は つ ち ゅ う 


※ 画 環 写真 は 一 本 8 由 発 中 の も の を 使用 し て いま す 。 


ITISAI GO 


れい じん 


人 』 (紹興 酒 つ M タ イア ッ プ 曲 ) で 、 ロ CA レコ 

ー ド (BMG ビ クタ ー) か ら デ ビュ ー。 

表 に 顔 を 出さ な い 実 力 泌 の 3 人 グル ー プ こ 、 業 界 内 に 
注目 され る 。 

1887 年 ら 月 1 日 『 我 愛 休 , (ビク ター ロボ ッ ト コ ン ポ OM タイ アッ プ 申 ) 
「 発売 10 万 枚 の ヒッ ト 。 

4 月 1 日 『 浴 岸 Night』( テ レビ 朝 白 系 「 や る っ きゃ な いも ん 」 エ 

| ン デ ィング テー マ 曲 ) 発売 。 

1990 年 月 プラ イベ ー ト オフ ィ ス 設立 

1991 年 ら 月 1 日 アレ バム 『 オ ー ダ ー メ イド 』 発売 。 ー 


1 月 1 日 アル バム 『135 一 fOurtun ら 一, 発売 。 


1986 年 5 月 g1 日 『n 


彼ら の 音楽 は 、 曰 本 か ら 見 た 地球 全て の 間 楽 を 、 自 分 達 な り に 理解 し 
て 消化 し た も の を 音楽 に し て いく 、 そ の 中 か ら 135 独 自 の 気持 ちよ い 音 
楽 が 奏で られ て ゆく 。 


曰 本 の 子午 線 、 東 経 135 度 か ら こ っ た 『135』 と いう 名 前 は 正 に 白 本 
の 中 心 で ある 。 


@ ご 感想 お 問い 合わ せ は 
本 テレ ネッ トウ ルフ チーム ユー ザー サボ ー ト 係 


T17U 東京 都 豊 己 区 北大 塚 P-10-5 6 セン トラ ルビ ピル 
+ ヒ L. 03-5334-BbUI 半日 10:U00 一 17:UU 
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